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使用許諾契約書

こ の契約書の日本語訳は、 英文の End User License Agreement （'EULA'） の理解を補

助す る目的で作成 さ れ た も の で す。 容易な表現 と 、 英文契約書 と の整合性に注意を

払 っ て作成し て お り ま す が、 一部意訳 さ れ て い る部分が あ り 、 本契約の詳細に つ き ま

し て は英文契約書を正式文書 と し て ご覧頂き た く お願い い た し ま す。 

End User License Agreement （EULA） ： 使用許諾契約書 

当製品 （以下 「本ソ フ ト ウ ェ ア」 と い う ） の導入お よ び ご利用の前に、 以下の使用許

諾契約書 （以下 「本契約書」 と す る） を お読み く だ さ い。

本ソ フ ト ウ ェ ア の ご利用に あ た っ て は、 お客様が本契約書に記載 さ れ た条項を事前に

承諾い た だ く も の と し、 本ソ フ ト ウ ェ ア を イ ン ス ト ー ル、 バ ッ ク ア ッ プ、 ダ ウ ン ロ ー

ド、 ア ク セ ス、 ま た は使用す る こ と に よ っ て、 お客様は本契約書の条項に承諾 さ れ た

も の と し ま す。

本契約書は、 本ソ フ ト ウ ェ ア に関し て お客様 （個人ま た は法人の い ずれで あ る か を問

い ま せ ん） と CyberLink Corp. （以下 「サ イ バ ー リ ン ク 」 と い い ま す） と の間に締結 さ

れ る法的な契約書 と な り ま す。

ラ イ セ ン ス の許諾お よ び保証規定 

本契約書を お読み に な り 、 記載 さ れ た条項に承諾 さ れ る場合は、 導入画面中に表示 さ

れ る本契約の同意を求め る画面で 「は い」 を ク リ ッ ク し て く だ さ い。 記載 さ れ た条項

に承諾い た だ け な い場合は、 イ ン ス ト ー ル作業を中止し、 本ソ フ ト ウ ェ ア の利用を中

止す る と と も に、 本ソ フ ト ウ ェ ア を コ ン ピ ュ ー タ上か ら削除し て く だ さ い。 

使用権の許諾 

サ イ バ ー リ ン ク は本ソ フ ト ウ ェ ア の非独占的な権利を お客様に対し て許諾し、 こ れ に

よ り お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ ア を ご購入頂い た ラ イ セ ン ス数に準じ た台数の コ ン

ピ ュ ー タ へ イ ン ス ト ー ル し、 本契約記載の条項に従 っ て本ソ フ ト ウ ェ ア を利用す る こ

と が で き る も の と し ま す。

本ソ フ ト ウ ェ ア、 付属す る マ ニ ュ ア ル な ど の文書ま た は電子文書を含む一切の印刷物

（以下 「関連印刷物」 と い い ま す） の第三者へ の賃貸、 貸与、 販売、 変更、 修正、 リ

バ ー ス ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ、 逆 コ ン パ イ ル、 逆ア セ ン ブ ル、 転用、 商標の削除な ど は

で き な い も の と し ま す。

ま た、 バ ッ ク ア ッ プ を目的 と し て本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の複製を作成す る

場合を除い て、 本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の コ ピ ー は で き な い も の と し ま す。

「再販禁止」 表記の あ る場合を除い て、 本ソ フ ト ウ ェ ア の最初の お客様は、 本ソ フ ト

ウ ェ ア お よ び関連印刷物を一度に限 り か つ他の ユ ー ザ ー に直接行 う 場合に限 り 、 本契

約書記載の条項に沿 っ て恒久的に譲渡で き る も の と し ま す。 こ の場合、 最初の お客様

は本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の バ ッ ク ア ッ プ の一切を、 物理的お よ び電子的に



読み取 り が で き な い よ う 破棄し、 コ ン ピ ュ ー タ 上の本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物

の一切を消去す る と と も に、 譲渡 さ れ た ユ ー ザ ー は本契約記載の条項に承諾い た だ く

も の と し ま す。 こ れ に よ り 、 当該ソ フ ト ウ エ ア の ご利用 ラ イ セ ン ス は自動的に解除 さ

れ ま す。 

所有権 

本ソ フ ト ウ ェ ア な ら び に関連印刷物の著作権、 特許、 商標権、 ノ ウ ハ ウ及び そ の他の

す べ て の知的所有権は、 体裁、 媒体、 バ ッ ク ア ッ プ で あ る か の如何に か か わ ら ず、 そ

の一切に つ い て サ イ バ ー リ ン ク に独占的に帰属し ま す。

本契約書に特に規定 さ れ て い な い権利はす べ て サ イ バ ー リ ン ク に よ っ て留保 さ れ ま

す。

ア ッ プ グ レ ー ド

本ソ フ ト ウ ェ ア が従来製品か ら の ア ッ プ グ レ ー ド で あ っ た場合、 従来製品の使用権は

本ソ フ ト ウ ェ ア の使用権に交換 さ れ る も の と し ま す。 本ソ フ ト ウ ェ ア の導入ま た は使

用に よ り 、 従来製品の使用許諾契約が自動的に解除 さ れ る こ と に お客様は同意 さ れ た

も の と し、 お客様に よ る従来製品の使用な ら び に第三者へ の譲渡は で き な く な り ま

す。 

第三者提供の コ ン テ ン ツ の利用 

お客様が、 本ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 第三者か ら 提供 さ れ る画像 ・ 音声デ ー タ な ど の コ ン

テ ン ツ を再生し利用す る場合、 そ の権原お よ び無体財産権は、 各 コ ン テ ン ツ所有者の

所有物で あ り 、 著作権法お よ び そ の他の無体財産権に関す る法律な ら び に条約に よ っ

て保護 さ れ て い ま す。 本契約書は、 そ の よ う な コ ン テ ン ツ の使用権を許諾す る も の で

は あ り ま せ ん。

保証及び責任の限定 

サ イ バ ー リ ン ク は、 本ソ フ ト ウ ェ ア、 関連印刷物、 お よ び サ ポ ー ト サ ー ビ ス に起因し

て お客様又は そ の他の第三者に生じ た結果的損害、 付随的損害及び逸失利益に関し

て、 一切の瑕疵担保責任お よ び保証責任を負い ま せ ん。 ま た、 本ソ フ ト ウ ェ ア又は関

連印刷物の物理的な紛失、 盗難、 事故及び誤用等に起因す る お客様の損害に つ き一切

の保証を い た し ま せ ん。

サ イ バ ー リ ン ク は、 本ソ フ ト ウ ェ ア及び関連印刷物の機能も し く は サ ポ ー ト サ ー ビ ス

が お客様の特定の目的に適合す る こ と を保証す る も の で はな く 、 本ソ フ ト ウ ェ ア の選

択、 導入、 使用、 お よ び そ れ に よ っ て得 ら れ る結果に つ い て は、 す べ て お客様の責任

と な り ま す。

本契約書に記載の な い保証条項が発見 さ れ た場合、 保証対象期間は お客様が本ソ フ ト

ウ ェ ア を購入 さ れ た日か ら ９ ０ 日以内 と し、 保証金額は お客様が本ソ フ ト ウ ェ ア の購

入の た め に お支払い い た だ い た金額を超え な い も の と し ま す。



お客様が本契約を解除す る場合、 本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の バ ッ ク ア ッ プ を

含む一切を、 物理的お よ び電子的に読み取 り で き な い状態で破棄す る と と も に、 コ ン

ピ ュ ー タ上の本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の一切を消去す る も の と し ま す。 本契

約は、 本ソ フ ト ウ ェ ア に関し て お客様 と サ イ バ ー リ ン ク と の間に締結 さ れ、 台湾に お

け る法律に準拠し ま す。 本契約に起因す る紛争の解決に つ い て は、 Taiwan Arbitration 

Act. に準ず る も の と し ま す

著作権

All rights reserved. CyberLink Corporation の文書に よ る許可な く 本書の一部あ る い は全

部を作 り 変え た り 、 検索シ ス テ ム に保存し た り 、 あ る い は電子的、 機械的、 フ ォ ト コ

ピ ー、 記録的方法を含め、 い か な る方法に お い て も転送す る こ と を禁止し ま す。

法律の認め る範囲に お い て、 CyberLink PowerDVD は情報、 サ ー ビ ス、 ま た は 

CyberLink PowerDVD に関連し て提供 さ れ る製品に つ い て い か な る保証も行わな い こ

と 、 商品性、 特定目的へ の適合性、 プ ラ イ バ シ ー保護の見込み、 非侵害性に つ い て い

か な る暗示的保証も行わな い こ と を含め、 明示ま た は暗示の有無に関わ ら ず い か な る

保証も行わ ず現状の ま ま で提供 さ れ ま す。

こ の ソ フ ト ウ ェ ア を ご使用に な る と 、 お客様は CyberLink が こ の ソ フ ト ウ ェ ア ま た は

こ の パ ッ ケ ー ジ に含ま れ る素材を使用し た結果生じ る直接的、 間接的、 結果的損失に

つ い て一切責任を負わな い こ と に同意し た も の と みな さ れ ま す。

こ こ に記載す る条件は、 台湾の法律に よ り 管理お よ び解釈 さ れ る も の と し ま す。

CyberLink PowerDVD は本書に記載 さ れ る そ の他の会社名お よ び製品名 と 同じ く 登録

商標で あ り 、 識別を目的 と し て の み記載 さ れ て お り 、 そ の所有権は各社が所有し て い

ま す。
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第 1 章 :

紹介
CyberLink のホーム エンターテイメン ト製品をご利用いただきありがと うござ

います。 CyberLink PowerDVD は、 様々な機能とコン ト ロールを搭載したユニ

バーサル メディア プレーヤーです。

この章では、 CyberLink PowerDVD の主な機能と 新機能の概要について紹介し

ます。 また、 小要件についても紹介します。

注 ：当ガイ ドは参考資料です。 また、 内容および対応するプログラムは予告なしに
変更する場合があります。 あらかじめご了承く ださい。

主な機能
CyberLink PowerDVD は、 ブルーレイ  3D ディスク *、 ブルーレイ  ディスク *、
DVD、 および大半の動画と音声形式に対応しています。 他にも、 画像をスライ

ドシ ョーで再生したり、 携帯電話などのメディアを再生したり、 YouTube の動

画を再生したりすることができます。

また、 2D 映像および画像 * を  3D に変換したり、 ムービーの MovieMark、 コ メ

ン ト、 レビューをリアルタイムで共有することもできます。 ムービー コレク

シ ョ ン * で、 ディスクおよびムービーの視聴履歴をチェ ックしたりすることも

できます。

CyberLink PowerDVD は、 PC 向けのメディア 再生プレーヤーです。

PowerDVD モード

メディア コンテンツを再生するのに、 クラシック  モード  および シネマ モード  
の二つのモードが利用できます。

• クラシック  モード : クラシック  モードは、 CyberLink PowerDVD のメイン  
モードで、 当ガイ ドで紹介する機能がすべて含まれます。

• シネマ モード : シネマ モード * は、 リモコンを使って離れた場所 (3.5 メー

トル程度 ) でムービーを再生するのに適したモードです。 シネマ モードに切

り替えるには、 タイ トル バー上の  ボタンをクリ ックします。 シネマ 
1



CyberLink PowerDVD
モードは CyberLink PowerDVD のシンプル バージ ョ ンで、 クラシック  モード

のすべての機能はご利用いただけません。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

シネマ モードは、 CyberLink PowerDVD および Windows Media Center* がインス

トールされている場合、 一体化されます。 CyberLink PowerDVD のシ ョート カッ

トは、 Windows Media Center の TV + Movie セクシ ョ ンにあります。

注 ： シネマ モード機能の詳細については、 ヘルプ ファイルを参照して ください。

メディア再生タブ

クラシック  モードには、 各メディアにアクセス、 再生するための 5 つのメディ

ア タブがあります。 メディア再生タブは次の通りです。

• ムービー : ムービー ディスク  ( ブルーレイ  3D ディスク *、 ブルーレイ  ディ

スク *、 DVD、 VCD、 SVCD など ) を再生。

• 動画 : コンピューター中の動画ファイル、 DLNA/UPnP メディア サーバーか

らのスト リーム ビデオ、 YouTube の動画を再生。 
• 画像 *: コンピューター、 ネッ トワーク、 ソーシャル メディア サイ ト  

(Facebook および Flickr) からの画像を表示したり、 スライ ドシ ョーで再生。

• 音楽 : コンピューター、 ネッ トワーク、 ディスク上のあらゆる音楽を再生。

• デバイス *: ポータブル デバイスからリモート操作したり、 デバイスのメ

ディアを共有して PC で再生。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

このバージ ョ ンの新機能
このバージョ ンの CyberLink PowerDVD の新機能は次の通りです。

• フォ ト * スライ ドシ ョーを  2D、 3D で表示したり、 TrueTheater 3D* で 2D 画
像を  3D に変換。
 2



第 1 章 : 紹介
• メディア タブを使って、 ムービー、 動画、 音楽、 フォ ト  スライ ドシ ョー、

外部デバイス * のメディアに簡単アクセスおよび再生。

• シネマ モードを  3D* ユーザー インターフェイスで表示。

• DLNA/UPnP メディア サーバー * から音楽、 動画、 画像をスト リーミングま

たはダウンロード して、 CyberLink PowerDVD で再生。

• PowerDVD Remote を使って Android デバイス や iPhone をコン ト ロール * し
たり、 デバイスのメディアを共有して PC で再生。 

• YouTube* に動画をアップロード * したり、 CyberLink PowerDVD のユーザー 
インターフェイスから  YouTube の動画を再生 *。

• 3D 映像をアップロード * したり、 YouTube 3D にアップロードする前に、 2D 
映像を  3D に変換 *。

• Flickr および Facebook に画像をアップロード * したり、 CyberLink PowerDVD 
のユーザー インターフェイスから  Web サイ トの画像を表示 *。

• Windows 7 ライブラリーに対応 ( 音声、 動画、 画像を表示時 )。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

PowerDVD のバージョ ン

CyberLink PowerDVD で利用可能な機能は、 お使いのバージョ ンによって異なり

ます。

バージ ョ ンおよびビルド番号を確認するには、 左上の PowerDVD ロゴをクリ ッ

クするか、 キーボードで [Ctrl+A] を押します。

機能 Ultra Deluxe Standard Essential

動画 / 画像の機能および処理技術

TrueTheater™ ‐  HD ( ハ
イデフ ィニシ ョ ン )

あり あり あり あり

TrueTheater™ - Motion あり あり あり あり

TrueTheater™ - Lighting 
(CyberLink Eagle Vision2)

あり あり あり あり
3



CyberLink PowerDVD
TrueTheater™ - Stretch  
(CyberLink Pano Vision)

あり あり あり あり

TrueTheater™ - Noise 
Reduction

あり あり あり あり

TrueTheater™ - Stabilizer あり あり あり あり

スマート  ビデオ デイン

ターレース

あり あり あり あり

TrueTheater™ 3D - DVD 
および動画

あり あり -- --

TrueTheater™ 3D - 画像 あり あり -- --

音声機能および処理技術

TrueTheater™ - Surround 
( ヘッ ド フォン  モード )

あり あり あり あり

TrueTheater™ ‐  
Surround ( バーチャル 
サラウンド  モード )

あり あり あり あり

TrueTheater™ - Surround 
( マルチ チャネル環境

印象モード )

あり あり あり あり

Dolby Headphone あり あり -- --

Dolby Virtual Speaker あり あり -- --

Dolby Digital EX あり あり -- --

Dolby Digital デコー

ダー

5.1 ch 5.1 ch 5.1 ch 2 ch

Dolby Pro Logic IIx あり あり -- --

Dolby Digital Plus 7.1 ch 5.1 ch 5.1ch --

Dolby TrueHD 7.1 ch -- -- --

DTS デコーディング 5.1 ch 5.1 ch 5.1 ch --

機能 Ultra Deluxe Standard Essential
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DTS 96/24 あり あり あり --

DTS-HD マスター オー

ディオ

5.1 ch -- -- --

AAC デコーディング 5.1 ch 2 ch 2 ch --

音声タイム スト レッチ あり あり あり あり

音声ピッチ スケーリン

グ

あり あり あり あり

対応するディスクおよびファイル形式

HDD の非保護のブルー

レイ  ディスク  フォル

ダー

あり -- -- --

サイド  バイ  サイド  ブ
ルーレイ  3D ディスク

あり -- -- --

BD-ROM あり -- -- --

BD-R 1.1/RE 2.1 あり -- -- --

BD-Profile 1.1 (ボーナス 
ビュー )/Profile 2.0 (BD 
Live)

あり -- -- --

AVCHD あり -- -- --

AVCREC あり -- -- --

DivX ファイル あり あり -- --

WMV-HD ファイル あり あり あり あり

H.264 ファイル あり あり あり --

MKV (H.264) ファイル あり あり あり --

FLV ファイル あり あり あり --

CPRM あり あり -- --

機能 Ultra Deluxe Standard Essential
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DVD-VR on DVD-RAM/
RW

あり あり あり あり

DVD-VR on DVD-R あり あり あり あり

DVD+VR/ ランダム アク

セス

あり あり あり あり

IFO (DVD on HDD) あり あり あり あり

再生コン ト ロールおよび機能全般

DLNA メディア サー

バーから動画、 音楽、
画像をスト リーム

あり あり あり --

DLNA/DTCP-IP メディア 
サーバーからプレ ミア
ム コンテンツをスト

リーム

あり -- -- --

YouTube 動画の再生 あり あり あり --

Facebook および Flickr 
の画像を表示

あり あり あり あり

2D フォ ト  スライ ド

シ ョー

あり あり あり あり

3D フォ ト  スライ ド

シ ョー

あり あり -- --

Facebook および Flickr 
の画像にコ メン ト を追
加

あり あり あり あり

PowerDVD シネマ再生

モード

あり あり あり --

PowerDVD シネマ再生

モードの UI で 3D 表示

あり あり -- --

機能 Ultra Deluxe Standard Essential
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PowerDVD MCE プラグ

イン

あり あり あり --

PowerDVD MCE プラグ

インの UI で 3D 表示

あり あり -- --

二重字幕 / バイリンガ

ル キャプシ ョ ン

あり あり あり あり

動画ファイル字幕対応
形式 (SMI、 ASS、 SSA、
PSB、 SRT、 SUB)

あり あり あり あり

ムービー コレクシ ョ ン あり あり あり あり

PowerDVD Remote アプ

リ

あり あり オプシ ョ
ン

--

コ メン ト あり あり あり あり

ブックマーク あり あり あり あり

YouTube および 
Facebook に動画 (2D) を
アップロード

あり あり あり --

YouTube に動画 (3D) を
アップロード

あり あり -- --

Facebook および Flickr 
に画像をアップロード

あり あり あり あり

Say-It-Again あり あり あり あり

See-It-All あり あり あり あり

Read-It-Clearly あり あり あり あり

DVD にブックマークを

追加

あり あり あり あり

動画ファイルにブック
マークを追加

あり あり あり あり

機能 Ultra Deluxe Standard Essential
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注 ： * ブルーレイ  ディスクのコンテンツには対応していません。

ソフ トウェアをアップグレードする

CyberLink では、 定期的にソフ トウェアのアップグレードおよびアップデート  (
パッチ ) を提供しています。 アップグレード / アップデートが可能になると、

自動的に確認メ ッセージが表示されます。

注 ： この機能を使うには、 インターネッ トに接続する必要があります。

ソフ トウェアをアップデートするには、 次の操作を行います。 

1. 次のいずれかの操作を行って、 アップグレードの情報ウィンドウを開きま
す。

•  ボタンをクリ ックします。

• キーボードの [ I ] キーを押します。

• [ バージ ョ ン情報 ] または設定ウィンドウの [ アップグレード ] ボタンをク

リ ックします。
2. アップグレードする機能またはアップデートするパッチをクリ ックします。

3. [ アップグレード情報 ] のウィンドウが開きます。 アップグレードを購入し

たり、 新パッチをダウンロード します。

システム要件
CyberLink PowerDVD のシステム要件は、 再生中のムービー コンテンツによっ

て異なります。 3D ムービー コンテンツを再生するには、 他のハードウェアが

必要になります。 3D 対応のハードウェアおよびグラフ ィ ッ ク  カードに関する

デジタル ズーム あり あり あり あり

Pan & Scan あり あり あり あり

スナップシ ョ ッ ト  キャ

プチャー

あり * あり あり あり

機能 Ultra Deluxe Standard Essential
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詳細は、 CyberLink Web サイ トの PowerDVD ページのハードウェア サポートの

セクシ ョ ンを参照して ください。

処理能力に適したビデオ デインターレースを選択することで、 パフォーマンス

が 適化されます。 一部の CyberLink TrueTheater 技術をオフにすることで ( デ
フォルト設定 )、 1.6GMHz 以下のプロセッサーに対応します。 高度な音声および

動画の機能を使う場合は、 2.4 GHz 以上のプロセッサーが適しています。

ブルーレイ  ディスク、 DVD、 TrueTheater 3D 再生時に必要なシステム要件

OS

• Microsoft Windows 7、 Vista* または XP SP3* (Windows XP Service Pack 3 が必要

)。

プロセッサー (CPU)

• ブルーレイ  ディスク再生 : Pentium 4 541 (3.2 GHz)、 Athlon 64 X2 3800+ 以上。

• TrueTheater  再生 : Pentium D 950 (3.0 GHz)、 AMD Athlon 64 X2 3800+ 以上。

• DVD 再生 : Pentium 4 (2.4 GHz)、 Athlon 64 2800+ (1.8 GHz) 以上。

グラフ ィ ッ ク  カード  (GPU)

• ブルーレイ  ディスク再生 : Intel G45、 ATI Radeon HD 2400、 NVIDIA Geforce 
7600GT 以上。 

• TrueTheater  再生 : Intel G45、 ATI Radeon HD 2400、 NVIDIA Geforce 8800GT 
以上。 

• DVD 再生 : DirectX 9.0 以上に対応の AGP または PCI Express グラフ ィ ック  ア
クセラレーター。

注 ： グラフ ィ ック  カードのド ライバーは必ず 新バージョ ンにアップデート して

ください。 TrueTheather 3D で再生するには、 3D ディスプレイが必要です。

システム メモリー (RAM)

• ブルーレイ  ディスク再生 : Windows Vista および Windows 7 では 2 GB、
Windows XP では 1GB が必要。

• DVD および TrueTheater  再生 : Windows Vista および Windows 7 では 1 GB、
Windows XP では 512 MB が必要。

ハード  ディスク容量

• 300 MB

ディスプレイ  デバイス
9
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• DVD および Blu-ray Disc 再生 : デジタル出力用の HDCP 対応のディスプレイ。 
アナログ出力用のテレビまたはコンピューター モニター。

• TrueTheater 3D 再生 :  ディスプレイおよび  メガネ。 デジタル出力用の 
HDCP 対応のディスプレイ。 アナログ出力用のテレビまたはコンピューター 
モニター。

ディスク  ド ライブ

• ブルーレイ  ディスク再生 : BD-ROM/BD-RE またはスーパー マルチ ブルー コ
ンボ ディスク  ド ライブ。

• DVD および TrueTheater  再生 : DVD-ROM、 DVD+-R/RW、 DVD-RAM または 
DVD スーパー マルチ コンボ ディスク  ド ライブ。

ポータブル デバイス

• [PowerDVD Remote] および [ デバイス ] タブのリモコンおよび共有機能を使

うには、 Android デバイスまたは iPhone が必要。

インターネッ ト接続

• Web サービスには、 インターネッ トに接続する必要があります。

注 ： * Windows XP は、 NVIDIA 3D Vision 対応の CyberLink PowerDVD に対応していま

せん。

ブルーレイ  3D 再生時に必要なシステム要件 ( ハードウェア アクセラレー

シ ョ ン有効時 )

OS

• Microsoft Windows 7、 Vista* または XP SP3* (Windows XP Service Pack 3 が必要

)。

CPU

Intel Pentium D 950 (3.0 GHz)、 AMD Athlon 64 X2 4600+ (2.4 GHz) 以上。

システム メモリー (RAM)

• 2 GB。

グラフ ィ ッ ク  カード  (GPU)

• Intel Graphic Media Accelerator HD (Intel Core i3/i5)、 NVIDIA Geforce GTX 400 シ
リーズ、 Geforce GT 240/320/330/340。

ディスプレイ  デバイス
 10
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• 3D ディスプレイおよび 3D メガネ (NVIDIA 3D Vision*、 3D Ready HDTV、
Micro-polarizer LCD、 アナグリフ赤青メガネ )。 デジタル出力用の HDCP 対応

のディスプレイ。

注 ： * Windows XP は、 NVIDIA 3D Vision 対応の CyberLink PowerDVD に対応していま

せん。

Blu-ray 3D 再生時に必要なシステム要件 ( ハードウェア アクセラレーシ ョ ン

無効時 )

OS

• Microsoft Windows 7、 Vista* または XP SP3* (Windows XP Service Pack 3 が必要

)。
CPU

Intel Core 2 Duo E6750 (2.66 GHz)、 AMD Phenom 9450 (2.10 GHz) 以上。

システム メモリー (RAM)

• 2 GB。

グラフ ィ ッ ク  カード  (GPU)

• Intel G45、 ATI Radeon HD2400、 NVIDIA GeForce 7600GT 以上。

ディスプレイ  デバイス

• 3D ディスプレイおよび 3D メガネ (NVIDIA 3D Vision*、 3D Ready HDTV、
Micro-polarizer LCD、 アナグリフ赤青メガネ )。 デジタル出力用の HDCP 対応

のディスプレイ。

注 ： * Windows XP は、 NVIDIA 3D Vision 対応の CyberLink PowerDVD に対応していま

せん。
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第 2 章 :

PowerDVD を使う
この章では CyberLink PowerDVD の主な機能と操作について説明します。 再生可

能なメディアおよびコン ト ロール、 キーボード  シ ョート カッ トの詳細について

も説明します。 ディスク  メニューへのアクセス方法や、 便利な再生機能も紹介

します。

CyberLink PowerDVD のクラシック  モードは次のように表示されます。

A - PowerDVD 11 バージ ョ ン情報、 B - PowerDVD のアップグレード / アップデート、 C - メディア

再生タブ、 D - PowerDVD の設定、 E- シネマ モードに切り替え、 F - コ メン トの共有、 G - 3D 再生、 

A E

FGHIJKLM

B C D
13



CyberLink PowerDVD
H - TrueTheater コン ト ロール、 I - プレーヤー コン ト ロール、 J - 拡張機能、 K - ブックマーク機能、 
L - メディア再生メニュー、 M - コ メン ト

メディアを再生する
CyberLink PowerDVD は、 ハイデフ ィニシ ョ ン  コンテンツ、 DVD、 動画ファイ

ル、 オーディオ CD、 フォ ト  スライ ドシ ョー、 音楽ファイルなど、 各種デジタ

ル メディアの再生が可能です。

CyberLink PowerDVD を起動すると、 5 つのメディア再生タブが表示されます。 
ディスクのムービーを再生するには、 [ ムービー ] タブ (BD*、 DVD、 VCD) を選

択します。 動画ファイルにアクセス、 再生するには [ 動画 ] タブを選択します。

フォ ト  スライ ドシ ョーを再生するには、 [ 画像 ]* を選択します。 各形式の音声

ファイルを再生するには [ 音楽 ] タブを選択します。Android デバイスや iPhone 
からリモートでメディア コンテンツを再生するには [ デバイス ] タブを選択し

ます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

ムービー ディスクを再生する

ビデオ ディスクをディスク  ド ライブにセッ トすると、 自動的に再生が始まり

ます。 CyberLink PowerDVD 起動時に、 すでにディスクがドライブに入っている

場合は、 [ ムービー ] タブ (BD*、 DVD、 VCD など ) の  をクリ ックしてディス

ク  ド ライブを選択し、 ディスクが入っているド ライブを選択して、 [ 再生 ] ボ
タンをクリ ックします。

注 ： ムービー再生中に利用可能なコン ト ロールの一覧および詳細は、 34 ページの

「ムービー / 動画タブのコン ト ロール」 を参照して ください。
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対応するディスク形式

CyberLink PowerDVD が対応する光学ディスクは、 次の通りです。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。 ** ブルーレイ  3D 再生対応の CyberLink PowerDVD のバージ ョ ンでは、 設定で

再生を有効にする必要があります。 有効化に関する詳細については、 101 ページの

「ブルーレイ  3D」 を参照して く ださい。

[ ムービー ] タブからも、 ハード  ド ライブ中の DVD および保護されていないブ

ルーレイ  ディスク  フォルダーを再生することができます。 DVD およびブルーレ

イ  ディスク  フォルダーを再生するには、 次の操作を行います。

1. [ ムービー ] タブを選択します。

2.  をクリ ックして、 [ ハード  ド ライブのムービー ファイルを開く ] を選択

します。

3. コンピューターのハード  ド ライブからフォルダーを参照、 選択します。

4. [ 再生 ] ボタンをクリ ックして再生を開始します。

オート  レジューム ( 続きから再生 )
ディスクの再生中に CyberLink PowerDVD を停止または終了し、 その後別のメ

ディアまたはディスクを再生した場合でも、 次回元のディスクを再生する際に
は、 前回 後に見たシーンから再生することができます。 

オート  レジューム機能により、 前回停止したシーンが記録されます。 この機能

には、 次のオプシ ョ ンがあります。

• [ 続きから再生 ] をクリ ックすると、 前回停止したシーンから続きを見るこ

とができます。

光学ディスクの種類 ファイル形式

ブルーレイ  ディスク */ ブルー

レイ  3D** ディスク

BDAV、 BDMV

DVD DVD-Video、 AVCHD*、 AVCREC*、 DVD-VR、
DVD+VR

CD VCD、 SVCD
15
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• [ 初から再生 ] をクリ ックすると、 ディスクの 初から再生が始まりま

す。
• DVD の再生中に、 リモコン、 ノートブックのタ ッチパッ ド、 キーボードの

矢印を使うか、 マウスでサムネイルをクリ ック＆ド ラッグして、 FancyView 
のチャプター サムネイルをスクロールします。 チャプター サムネイルを  1 
つ選ぶと、 そのチャプターから再生が開始します。

注 ： レジューム ( 続きから再生 ) 機能は動画ファイルには対応しません。 IFO ファイ

ルがある場合、 ハード  ディスク中の DVD ファイルのみに対応します。

ディスク挿入時にダイアログが表示されないようにするには、 オート  レジュー

ムの設定を無効にします。 詳細は、 83 ページの 「プレーヤー」 の 「オート  レ
ジューム設定 ( 続きから再生 )」 を参照して ください。

動画を再生する

[ 動画 ] タブをクリ ックすると、 動画ファイルおよび YouTube の動画を再生す

ることができます。

注 ：動画ファイル再生中に利用可能なコン ト ロールおよび再生機能は、 34 ページ

の 「ムービー / 動画タブのコン ト ロール」 を参照して ください。

対応する動画ファイル形式

CyberLink PowerDVD が対応する動画形式は、 次の通りです。

動画形式 : 3GP、 3G2、 ASF、 AVC、 AVI、 DAT、 DIV、 DivX*、 DVR-MS、 FLV、
M1V、 M2TS、 M2V、 MOD、 MOV、 MP4、 MPEG、 MPG、 MPV、 TIVO、 TOD、
TRP、 VRO、 WTV、 MKV、 VOB、 WMV。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。
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動画ファイルを再生する

動画ファイルを再生するには、 次のいずれかの操作を行います。

• CyberLink PowerDVD のユーザー インターフェイスに、 動画ファイルを直接

ドラッグ & ドロップします。

• Windows 7 のライブラリーの動画ファイルを再生するには、 ソース ペイン

の [ ライブラリー ] を選択して、 動画を含むフォルダーを検索します。 動画

ファイルをダブルクリ ックして、 再生を開始します。

注 ：  をクリ ックすると、 動画がサムネイルで表示され、  をクリ ックすると、 一

覧で表示されます。

• ハード  ド ライブ中の動画ファイルを再生するには、 ソース ペインの [ コン

ピューター ] を選択して、 動画ファイルを含むフォルダーを検索します。 動
画ファイルをダブルクリ ックして、 再生を開始します。

注 ： ネッ トワーク  (UPnP/DLNA/DTCP-IP) メディア サーバーから動画ファイルも再生

することができます。 ネッ トワークのメディア再生に関する詳細は、 28 ページの

「ネッ トワークから共有メディアを再生する」 を参照して ください。

動画のプレイリス ト を作成する

[ 動画 ] タブでは、 動画のプレイリスト を作成し、 動画を続けて再生すること

ができます。

プレイリス ト を作成するには、 次の操作を行います。

1. ソース ペインの [ プレイリスト ] セクシ ョ ンで、 [ 新規プレイリス ト ] をク

リ ックします。 必要に応じて、 プレイリス ト をダブルクリ ックして、 プレイ

リス トの名前を変更します。

2. プレイリストに入れる動画ファイルを含むフォルダーを検索します。

3. プレイリストに動画ファイルを追加するには、 ソース ペインの [ プレイリ

ス ト ] セクシ ョ ンのプレイリスト名にファイルをド ラ ッグ＆ドロップしま

す。

4. 作成したプレイリス トの動画を再生するには、 ソース ペインから希望のプ

レイリス ト を選択し、 [ 再生 ] ボタンをクリ ックします。 プレイリスト中の

ファイルがすべて再生されます。
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注 ： [ プレイリスト ] セクシ ョ ンの  をクリ ックすると、 作成したプレイリスト

のエクスポートまたは、 PLS および M3U 形式で作成されたプレイリスト をインポー

トすることができます。 プレイリスト を削除するには、 その上にマウスを置き、  
をクリ ックします。

YouTube の動画を再生する

[ 動画 ] タブから、 YouTube の動画 * を直接再生することができます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

YouTube の動画を再生するには、 次の操作を行います。

1. [ 動画 ] タブをクリ ックします。

2. ソース ペインの [ オンライン  メディア ] セクシ ョ ンを選択します。

3.  をクリ ックして YouTube のアカウン トにログインすると、 登録チャンネ

ル、 お気に入り、 マイ  ビデオなどを表示することができます。

4. 希望のコラムを選択して、 YouTube の動画をフ ィルターにかけます。

5. 動画を選択し、 [ 再生 ] ボタンをクリ ックして再生を開始します。

動画をアップロードする

YouTube および Facebook に、 著作権保護されていない動画を直接アップロード

アップロード * することができます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

YouTube に動画をアップロードする

YouTube には、 2D および 3D* の動画をアップロードすることができます。 アッ

プロード処理中に 2D 映像を  3D* に変換することもできます。
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注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

YouTube* に著作権保護されていない動画をアップロードするには、 次の操作を

行います。 

注 ：一度に 2 つ以上の動画はアップロードできません。

1. [ 動画 ] タブをクリ ックします。

2. [ ウィンドウ ライブラリー ] またはソース ペインの [ コンピューター ] セク

シ ョ ンから、 YouTube にアップロードする動画を閲覧、 選択します。

3.  をクリ ックします。

4. アップロードする動画の種類を、 2D (YouTube 2D) または 3D (YouTube 3D) か
ら選択します。 3D を選択したら、 ソース形式を選びます。 TrueTheater 3D で 
2D 映像を  3D に変換するには、 [2D (3D に変換 )] を選択します。 [ 次へ ] をク

リ ックして続行します。

5. [YouTube に動画をアップロードする ] ウィザードが開き、 サインイン  ウィ

ンドウが表示されます。 YouTube にサインインするには、 次のいずれかを実

行します。

- すでに YouTube のアカウン ト をお持ちの場合は、 ユーザー名およびパス
ワードを入力し、 [ 次へ ] ボタンを選択してサインインし、 YouTube アカ
ウン トに動画をアップロードする認証を得ます。

- YouTube のアカウン ト をまだお持ちでない方は、 [YouTube にサインアッ
プ ] ボタンを選択して、 新規のアカウン ト を作成し、 YouTube アカウン
トに動画をアップロードする認証を得ます。

6. [ 動画の内容を説明する ] ウィンドウが表示されます。 動画の詳細を次のよ

うに入力します。

- タイ トル : 動画のタイ トルを入力します。
- 説明 : 動画の説明を入力します。
- タグ : タグを入力します。 複数のタグを入力するには、 カンマで区切り

ます。 タグは、 YouTube サイ トでの検索キーワード と して使用されます。
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注 ：動画をアップロードする前に、 タイ トル、 説明、 1 つ以上のタグを入力する必

要があります。

- 動画のカテゴリー : 一覧から、 動画のカテゴリーを選択します。
- ブロードキャスト : [ 公開 ] または [ 非公開 ] のいずれかを選択して、 公

開の有無を設定します。
7. [ 次へ ] ボタンをクリ ックして、 次に進みます。 [ 著作権情報を確認する ] 

ウィンドウが表示されます。

8. チェ ック  ボックスを選択して著作権情報を確認し、 [ 次へ ] ボタンをクリ ッ

クして YouTube に動画をアップロード します。 動画のアップロードが完了し

たら、 [ 完了 ] ボタンをクリ ックします。

Facebook に動画をアップロードする

Facebook に動画をアップロードすることができます。 Facebook に著作権保護さ

れていない動画をアップロードするには、 次の操作を行います。 

注 ：一度に 2 つ以上の動画はアップロードできません。

1. [ 動画 ] タブをクリ ックします。

2. [ ウィンドウ ライブラリー ] またはソース ペインの [ コンピューター ] セク

シ ョ ンから、 Facebook にアップロードする動画を閲覧、 選択します。

3.  をクリ ックします。

4. [OK] をクリ ックして Facebook アカウン トへのアクセス認証を行います。 サ

インインして、 認証プロセスを完了します。 完了したら、 [ 閉じる ] をク

リ ックして続行します。

5. [Facebook にアップロード ] ウィザードが開き、 [ メディアの説明 ] ウィンド

ウが表示されます。 動画の詳細を次のように入力します。

- タイ トル : 動画のタイ トルを入力します。
- 説明 : 動画の説明を入力します。

注 ：動画をアップロードする前に、 タイ トルと説明を入力する必要があります。
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6. [ アップロード ] ボタンをクリ ックして、 次に進みます。 動画のアップロー

ドが完了したら、 [OK] をクリ ックします。

画像を表示する

[ 画像 ]* タブをクリ ックして、 コンピューター内の画像を表示、 スライ ド

シ ョーで再生します。

注 ：画像、 スライ ドシ ョーを表示中に利用可能なコン ト ロールおよび再生機能は、
38 ページの 「画像タブのコン ト ロール」 を参照して ください。

対応する画像形式

CyberLink PowerDVD が対応する画像形式は、 次の通りです。

画像形式 *: BMP、 JPG、 JPS、 MPO、 PNG。 

サイド  バイ  サイド  3D* および RAW* 画像形式にも対応します。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

フォ ト  スライ ドシ ョーを再生する

フォ ト  スライ ドシ ョーを再生するには、 次のいずれかを実行します。

注 ： CyberLink PowerDVD で音楽を再生している場合は、 画像やスライ ドシ ョーの表

示中も再生を継続します。

• ユーザー インターフェイスに画像を直接ド ラッグ & ドロップして、 [ 再生 ] 
ボタンをクリ ックします。

• Windows 7 のライブラリー中の画像でスライドシ ョーを再生するには、

ソース ペインの [ ライブラリー ] を選択して、 画像を含むフォルダーを検索

します。 画像を選択して [ 再生 ] ボタンをクリ ックすると、 フォルダー中の

全画像を含むスライ ドシ ョーを再生します。
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注 ：  をクリ ックすると、 画像がサムネイルで表示され、  をクリ ックすると、 一

覧で表示されます。

• ハード  ド ライブ中の画像でスライドシ ョーを再生するには、 ソース ペイン

の [ コンピューター ] を選択して、 画像を含むフォルダーを検索します。 画
像を選択して [ 再生 ] ボタンをクリ ックすると、 フォルダー中の全画像を含

むスライドシ ョーを再生します。

注 ： ネッ トワーク  (UPnP/DLNA/DTCP-IP) メディア サーバーから画像もスライド

シ ョー再生することができます。 ネッ トワークのメディア再生に関する詳細は、 28 
ページの 「ネッ トワークから共有メディアを再生する」 を参照して ください。

カスタム フォ ト  スライ ドシ ョーを作成する

[ 画像 ] タブでは、 お気に入りの画像を含むカスタムのスライ ドシ ョーを作成

することができます。

カスタムのスライドシ ョーを作成するには、 次の操作を行います。

1. [ 画像 ] タブをクリ ックします。

2. [ スライ ドシ ョー ] セクシ ョ ンで、 [ 新規スライドシ ョー ] をクリ ックしま

す。 必要に応じて、 スライ ドシ ョーをダブルクリ ックして、 スライ ドシ ョー

の名前を変更します。

3. スライ ドシ ョーに入れる画像を含むフォルダーを検索します。

4. スライ ドシ ョーに画像を追加するには、 画像をクリ ックして、 [ スライ ド

シ ョー ] セクシ ョ ンのスライ ドシ ョー名の上にドラッグ＆ドロップします。

5. スライ ドシ ョーを再生するには、 [ スライ ドシ ョー ] セクシ ョ ンから希望の

スライ ドシ ョーを選択し、 [ 再生 ] ボタンをクリ ックします。 スライ ド

シ ョー中の画像がすべて再生されます。

注 ： [ スライ ドシ ョー ] セクシ ョ ンの  をクリ ックすると、 作成したスライ ド

シ ョーのエクスポートまたは、 PLS および M3U 形式で作成されたスライドシ ョーを

インポートすることができます。  をクリ ックすると、 一覧からスライドシ ョーが

削除されます。
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オンライン画像を表示する

[ 画像 ] タブから、 Facebook および Flickr の画像 * を表示することができます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

オンライン画像を表示するには、 次の操作を行います。

1. [ 画像 ] タブをクリ ックします。

2. ソース ペインの [ オンライン  メディア ] セクシ ョ ンをクリ ックします。

3. Facebook の画像を表示するには :

• [Facebook] タブをクリ ックして、  をクリ ックします。 [OK] をクリ ックして 
Facebook アカウン トへのアクセス認証を行います。 サインインして、 認証

プロセスを完了します。 完了したら、 [ 閉じる ] をクリ ックして、 Facebook 
中のアルバムおよび友達の画像を表示します。

• アルバムをダブルクリ ックして、 画像を表示します。 希望の画像を選択し、
[ 再生 ] ボタンをクリ ックしてスライ ドシ ョーで再生します。

4. Flickr の画像を表示するには :

• [Flickr] タブをクリ ックして、  をクリ ックします。 [OK] をクリ ックして Flickr 
アカウン トへのアクセス認証を行います。 サインインして、 認証プロセス
を完了します。 完了したら、 [ 閉じる ] をクリ ックます。 [ 承認 ] をクリ ック

して、 Flickr 中のアルバムおよび連絡先の画像を表示します。

• アルバムをダブルクリ ックして、 画像を表示します。 希望の画像を選択し、
[ 再生 ] ボタンをクリ ックしてスライ ドシ ョーで再生します。

画像をアップロードする

CyberLink PowerDVD を使って、 Facebook および Flickr にコンピューター中の画

像 * をアップロードすることができます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

Facebook に画像をアップロードする
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Facebook に画像をアップロードするには、 次の操作を行います。 

1. [ 画像 ] タブをクリ ックします。

2. [ ウィンドウ ライブラリー ] またはソース ペインの [ コンピューター ] セク

シ ョ ンから、 Facebook にアップロードする画像を閲覧、 選択します。

3.  をクリ ックします。 [OK] をクリ ックして Facebook アカウン トへのアク

セス認証を行います。 サインインして、 認証プロセスを完了します。 完了し

たら、 [ 閉じる ] をクリ ックして続行します。

4. [Facebook にアップロード ] ウィザードが開き、 [ メディアの説明 ] ウィンド

ウが表示されます。 画像の詳細を次のように入力します。

• アルバムの選択 : 画像をアップロードする  Facebook の既存のアルバムを選

択します。 [ 新規アルバムの作成 ] を選択して、 新規のアルバムに画像を追

加します。 アルバム名 : 新規に作成するアルバムの名前を入力します。

注 ：新規にアルバムを作成する場合は、 画像をアップロードする前にアルバム名を
入力する必要があります。

• アルバムの場所 : 画像の撮影場所を入力します。

• アルバムの説明 : アップロードする画像の説明を入力します。

• プライバシー : アップロードする画像を表示可能な人を選択します。

• 画像の追記説明 : アップロードする画像の下に表示される説明を入力しま

す。
5. [ アップロード ] を選択して、 Facebook への画像のアップロードを開始しま

す。 画像のアップロードが完了したら、 [OK] をクリ ックします。

Flickr に画像をアップロードする

Flickr に画像をアップロードするには、 次の操作を行います。 

1. [ 画像 ] タブをクリ ックします。

2. [ ウィンドウ ライブラリー ] またはソース ペインの [ コンピューター ] セク

シ ョ ンから、 Flickr にアップロードする画像を閲覧、 選択します。

3.  をクリ ックします。 [OK] をクリ ックして Flickr アカウン トへのアクセス

認証を行います。 サインインして、 認証プロセスを完了します。 完了した

ら、 [ 閉じる ] をクリ ックして続行します。
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4. [Flickr にアップロード ] ウィザードが開き、 [ メディアの説明 ] ウィンドウが

表示されます。 画像の詳細を次のように入力します。

• サイズ変更 : 可能な場合、 サイズを変更します。

• プライバシー : アップロードする画像を表示可能な人を選択します。 [ 公開 ] 
を選択すると、 世界中のユーザーに公開されます。

• 追記タグ : 画像を説明するタグを入力します。

5. [ アップロード ] を選択して、 Flickr への画像のアップロードを開始します。 
画像のアップロードが完了したら、 [OK] をクリ ックします。

音楽を再生する

[ 音楽 ] タブをクリ ックして、 オーディオ CD およびファイルを再生します。 

注 ：音楽再生中に利用可能なコン ト ロールおよび再生機能は、 40 ページの 「音楽

タブのコン ト ロール」 を参照して ください。

対応する音声形式

CyberLink PowerDVD が対応する音声形式は、 次の通りです。

音声ファイル形式 : AC3、 AOB、 CDA、 M3U、 M4A、 MID、 MP2、 MP3、 RMI、
WAV、 WMA。

オーディオ ディスクおよびファイルを再生する

音声を再生するには、 次のいずれかを実行します。

注 ： CyberLink PowerDVD で音楽を再生している場合は、 [ 画像 ] タブで 画像、 スラ

イドシ ョーを表示中、 [ 動画 ] および [ デバイス ] タブでメディアを閲覧中も、 再生

を継続します。 動画の再生を開始するか、 [ ムービー ] タブをクリ ックすると、 再生

は停止します。

光学ディスクの種類 ファイル形式

CD 音声、 カラオケ
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• ディスク  ド ライブにオーディオ CD を挿入すると、 再生が自動的に始まり

ます。 CyberLink PowerDVD の起動時に、 すでにディスク  ド ライブにディス

クが入っている場合は、 [ 音楽 ] タブをクリ ックし、 [ コンピューター ] をク

リ ックします。 ソース ペインからディスクを含むドライブを選択します。 [
再生 ] をクリ ックして再生を開始します。

• CyberLink PowerDVD のユーザー インターフェイスに、 音声ファイルを直接

ドラッグ & ドロップします。

• Windows 7 のライブラリーの音声ファイルを再生するには、 ソース ペイン

の [ ライブラリー ] を選択して、 音声を含むフォルダーを検索します。 音声

ファイルをダブルクリ ックして、 再生を開始します。

注 ：  をクリ ックすると、 音声ファイルがアルバム毎に表示され、  をクリ ックす

ると、 一覧で表示されます。

• ハード  ド ライブ中の音声ファイルを再生するには、 [ 音楽 ] タブをクリ ック

して、 ソース ペインの [ コンピューター ] を選択します。 音声ファイルを含

むフォルダーを検索します。 音声ファイルをダブルクリ ックして、 再生を開

始します。

注 ： ネッ トワーク  (UPnP/DLNA/DTCP-IP) メディア サーバーから音声ファイルも再生

することができます。 ネッ トワークのメディア再生に関する詳細は、 28 ページの

「ネッ トワークから共有メディアを再生する」 を参照して ください。

音楽のプレイリス ト を作成する

CyberLink PowerDVD の [ 音楽 ] タブでは、 お気に入りの音楽を含むプレイリス

ト を作成することができます。

注 ： オーディオ CD からプレイリストにト ラ ックを追加することはできません。

音楽のプレイリスト を作成するには、 次の操作を行います。

1. [ 音楽 ] タブをクリ ックします。
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2. [ プレイリス ト ] セクシ ョ ンで、 [ 新規プレイリスト ] をクリ ックします。 必
要に応じて、 プレイリス ト をダブルクリ ックして、 プレイリス トの名前を
変更します。

3. プレイリストに入れる音楽ファイルを含むフォルダーを検索します。

4. プレイリストに音楽ファイルを追加するには、 ソース ペインの [ プレイリ

ス ト ] セクシ ョ ンのプレイリスト名にファイルをド ラ ッグ＆ドロップしま

す。

5. 作成したプレイリス トの音楽を再生するには、 [ プレイリス ト ] セクシ ョ ン

から希望のプレイリス ト を選択し、 [ 再生 ] ボタンをクリ ックします。 プレ

イリス ト中のファイルがすべて再生されます。

注 ： [ プレイリスト ] セクシ ョ ンの  をクリ ックすると、 作成したプレイリストの

エクスポートまたは、 PLS および M3U 形式で作成されたプレイリスト をインポート

することができます。  をクリ ックすると、 一覧からプレイリストが削除されま

す。

カラオケ ディスクを再生する

CyberLink PowerDVD を使用して、 カラオケの DVD や VCD を再生することがで

きます。 再生を始める前に、 DVD/VCD のケースにカラオケ マークがついている

ことを確認して ください。

カラオケ オプシ ョ ンを選択する

1. カラオケ ディスクを挿入したら、 マイクが正し く取り付けてあることを確

認して ください。

2. [ 再生 ] ボタンをクリ ックして、 メニュー画面を表示します。

3. [ 拡張機能 ] ウィンドウのメニュー パッ ドのナビゲーシ ョ ン  ボタンを使用す

るか、 マウスでクリ ックして曲を選択します。

4. 再生中に、 [ 拡張機能 ] の   ボタンをクリ ックするか、 エクスプレス メ
ニュー ( 画面を右クリ ック ) から  [ カラオケ ] を選択します。

5. [ 左 ] または [ 右 ] ( 左＋右 ) のボーカル チャンネルから選択します。

6. カラオケ VCD を再生する場合、 エクスプレス メニューで声と音楽のミキシ

ングに適した音声チャンネルを選択します。

ピッチの調整
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カラオケのピッチは [ ピッチの調整 ] 機能で調節します。

ピッチを調節するには、 次の操作を行います。

1. [ 拡張機能 ] にある   ボタンを右クリ ックします。

2. [ ピッチの調整 ] を選択し、 ピッチを調整します。

ネッ トワークから共有メディアを再生する

ネッ トワーク  (UPnP、 DLNA、 DTCP-IP) メディア サーバー * から動画、 音楽、 画

像を再生することができます。 

注 ： ネッ トワークから共有メディアを再生する場合、 再生中のメディア種類によっ
て、 再生コン ト ロールの表示形式は異なります。 各メディアを再生中に利用可能な

コン ト ロールおよび再生機能は、 33 ページの 「再生コン トロール」 を参照して くだ

さい。 * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージ ョ ンではご利用いただけ

ません。

コンピューターのメディアを共有する

[ 動画 ]、 [ 画像 ]、 [ 音楽 ] タブのすべてのメディアを、 ホーム ネッ トワークを

介して他のコンピューターと共有することができます。

ホーム ネッ トワークを介してコンピューターのメディアを共有するには、 次の

操作を行います。

1. メディア タブ ( 動画 / 画像 / 音楽 ) のソース ペインの [ ホーム メディア ] セ

クシ ョ ンで、  メニュー ボタンをクリ ックします。 [ 詳細オプシ ョ ン ] ウィ

ンドウが表示されます。

2. [ アクセス コン ト ロール ] タブをクリ ックして、 次のいずれかのオプシ ョ ン

を選択します。

- いかなるホーム メディア (DLNA) クライアン ト と メディアを共有しない : 
ネッ トワークに接続するすべてのホーム メディア クライアン ト と メ
ディアを共有しない場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

- すべてのホーム メディア (DLNA) クライアン ト とライブラリー中のメ
ディアを共有する : ネッ トワークに接続するすべてのホーム メディア ク
ライアン ト とライブラリー中のメディアを共有する場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択します。
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- 選択したホーム メディア (DLNA) クライアン ト とライブラリー中のメ
ディアを共有する : 指定するホーム メディア クライアン ト と メディアを

共有する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 次に、 メディアを共有
するホーム メディア クライアン ト を選択し、  をクリ ックして [ 許可 ] 
リス トに追加します。

注 ：共有するサーバーがリストに表示されない場合は、 サーバーの有効化、 および
ネッ トワークに接続されていることを確認して く ださい。  をクリ ックすると、

サーバー リス トが更新されます。

3. [ 共有フォルダー ] タブをクリ ックして、 ネッ トワークで共有するメディア 
フォルダーを次のように設定します。

注 ： [ アクセス コン ト ロール ] タブでホーム メディア クライアン ト とのメディア共

有を選択すると、 これらのオプシ ョ ンが利用可能になります。

-  をクリ ックして、 ネッ トワーク上の他のフォルダーを共有します。 
コンピューターのフォルダーを検索して、 [ フォルダーの選択 ] をク
リ ックします。

- リス トからフォルダーを削除するには、 フォルダー名の隣の  をクリ ッ
クします。

4. [OK] をクリ ックして変更内容を保存し、 指定するホーム メディア クライア

ン ト と メディアを共有します。

注 ： ホーム ネッ トワークのメディア再生に関する詳細は、 30 ページの 「共有メ

ディアを再生する」 を参照して ください。

対応するファイル形式

CyberLink PowerDVD でネッ トワークの共有メディアを再生する場合、 次の形式

が対応します。

動画 : H.264 (MPEG-4)、 MPEG-2 PS、 MPEG-2 TS、 WMV。

画像 : BMP、 JPG、 PNG。

音声 : AAC_ADTS_320 (3GP)、 AAC_ISO_320 (3GP)、 LPCM、 MP3、 WMA。
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共有メディアを再生する

ネッ トワーク  (UPnP、 DLNA、 DTCP-IP) メディア サーバーから メディア ファイ

ルを再生するには、 次の操作を行います。

1. 対応するメディア タブ ([ 動画 ]、 [ 画像 ]、 [ 音楽 ]) のソース ペインから  [
ホーム メディア ] を選択します。

2. 希望するメディアを含むネッ トワークの場所を検索します。

3. メディア ファイルをダブルクリ ックして、 再生を開始します。 DVD フォル

ダーを再生するには、 DVD フォルダーを選択して [ 再生 ] ボタンをクリ ック

します。

共有メディアをダウンロードする

ネッ トワーク  (UPnP、 DLNA、 DTCP-IP) メディア サーバーから メディアをスト

リーミングする時に、 メディアをお使いのコンピューターにダウンロードする
ことができます。 

共有メディアをダウンロードするには、 次の操作を行います。

1. [ ホーム メディア ] セクシ ョ ンから、 ダウンロードするメディア ファイルを

すべて選択します。

2. ウィンドウ右下の  ボタンをクリ ックします。

3. ダイアログが開きます。 [ 参照 ] ボタンをクリ ックして、 メディアを保存す

るコンピューターの場所を選択します。

4. [ 保存 ] をクリ ックして、 コンピューターにダウンロード します。

デバイスでメディアを再生する

[ デバイス ]* タブをクリ ックして、 Android デバイスや iPhone の動画や画像を

再生します。

注 ： ポータブル デバイス中のメディアや、 CyberLink PowerDVD 11 がインストール

されているコンピューターは、 PowerDVD Remote を使って再生をコン ト ロールする

ことができます。 詳細は、 52 ページの 「PowerDVD Remote」 を参照して ください。 * 
この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけません。
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対応するファイル形式

CyberLink PowerDVD は、 次のポータブル デバイスで、 次の形式が対応します。

注 ： ポータブル デバイスに対応する音声ファイル形式の一覧は、 25 ページの 「対

応する音声形式」 を参照して ください。

デバイスをセッ トアップする

ポータブル デバイス中のメディアにアクセス、 再生する前に、 次の操作を行い

ます。

• CyberLink PowerDVD 11 がインストールされるコンピューターをワイヤレス 
ネッ トワークに接続します。

• Android デバイスまたは iPhone を同じワイヤレス ネッ トワークに接続しま

す。
• オンライン  ストア (Android App Market、 iPhone App Store) から、 PowerDVD 

Remote アプリ  ( 無料 ) をダウンロード します。

• PowerDVD Remote アプリをポータブル デバイスにインストールします。

• ワイヤレス ネッ トワークに接続されたコンピューターで、 [ デバイス ] タブ

をクリ ックします。 CyberLink PowerDVD で PowerDVD Remote を実行するデ

バイス中のメディアにアクセスするには、 このタブに記載される  パスコー

ド  をデバイスに入力する必要があります。

注 ： [ 変更 ] をクリ ックすると、 新しい パスコード  が生成されます。

デバイス種類 メディア種類 ファイル形式

Android 動画 H.264 (MPEG-4)、 MOV、 MPEG-2 PS、
MPEG-2 TS、 WMV

Android 画像 BMP、 JPG、 PNG

iPhone 動画 MOV

iPhone 画像 JPEG
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メディアを再生する

ポータブル デバイスをワイヤレス ネッ トワークに接続し、 PowerDVD Remote 
をインス トールしたら、 デバイス中のメディアを再生できるようになります。

ポータブル デバイス中のメディアにアクセス、 再生するには、 次の操作を行い

ます。

1. メディアを再生するコンピューターから  CyberLink PowerDVD を起動します。

2. ポータブル デバイスの PowerDVD Remote アプリを起動します。 PowerDVD 
Remote は、 ネッ トワークに接続されたすべてのメディア サーバーを検出し

ます。

3. リス ト  (CyberLink PowerDVD を起動するコンピューターの名称 ) から接続す

るサーバーを選択します。

4. 必要に応じて、 メディア サーバーにアクセスする  4 桁のパスワードを入力

します。 PowerDVD Remote の [ モジュール ] ウィンドウが表示されます。

5. [ デバイス ] タブをクリ ックします。 デバイスの共有画像セクシ ョ ンが自動

的に表示されます。

6. [ デバイスでメディアを表示 ] ペインで、 画像または動画を選択し、 共有コ

ンテンツを検索します。

注 ：  をクリ ックすると、 メディアがサムネイルで表示され、  をクリ ックする

と、 一覧で表示されます。

7.  メディア ファイルをダブルクリ ックして、 再生を開始します。

注 ： ポータブル デバイスでメディアを再生する場合、 再生中のメディア種類に

よって、 再生コン ト ロールの表示形式は異なります。 各メディアを再生中に利用可

能なコン ト ロールおよび再生機能は、 33 ページの 「再生コン トロール」 を参照して

ください。

共有メディアをダウンロードする

ポータブル デバイス中のメディアをス ト リーミングする時に、 メディアをお使

いのコンピューターにダウンロードすることができます。 

ポータブル デバイスから メディアをダウンロードするには、 次の操作を行いま

す。
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1. CyberLink PowerDVD の [ デバイス ] タブをクリ ックして、 [ デバイスでメ

ディアを表示 ] ペインで接続したデバイスを選択します。

2. ダウンロードするメディア ファイルをすべて選択します。

3. ウィンドウ右下の  ボタンをクリ ックします。

4. ダイアログが開きます。 [ 参照 ] ボタンをクリ ックして、 メディアを保存す

るコンピューターの場所を選択します。

5. [ 保存 ] をクリ ックして、 コンピューターにダウンロード します。

再生コン ト ロール
再生コン トロールを使用すると、 ディスクやその他のメディア、 またプログラ
ムの再生機能のすべてに簡単にアクセスできます。 CyberLink PowerDVD には、

様々な再生コン ト ロール オプシ ョ ン  ( ポップアップ  コン ト ロール、 PowerDVD 
Remote* のリモート操作 ) が搭載されています。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

再生中のメディアによって、 また、 メディアを再生中、 一時停止中、 停止中の
状態によって、 再生コン ト ロールの表示形式は異なります。
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ムービー / 動画タブのコン ト ロール

[ ムービー ] タブでディスクを、 または [ 動画 ] タブで動画ファイルを再生中に、

再生コン ト ロールは次のように表示されます。

アイ
コン

ボタン ホッ ト  
キー

説明

A ナビゲーシ ョ ン  ス
ライダー

再生経過時間を表示します。 
スライダーをクリ ックする
と、 ムービーまたは動画の他
のシーン  ( 時間 ) に移動しま

す。

B メディア再生メ
ニュー

再生中にこのボタンをクリ ッ
クすると、 メディア再生メ
ニューにアクセスします。 詳
細は、 41 ページの 「メディ

ア再生メニュー」 を参照して

ください。

C 拡張機能 ムービー再生中に、 ナンバー 
パッ ドなどの拡張機能にアク
セスします。 詳細は、 66 ペー

ジの 「拡張機能」 を参照して

ください。

A C

P O N M J

D E F G HB

Q

I

L KR
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D 前へ P 前のチャプターまたはフォル
ダー / プレイリスト中の前の

ムービーまたは動画に戻りま
す。

E 再生 / 一時停止 Enter/ ス
ペース 
バー

メディアを再生 / 一時停止し

ます。

F 早送り / コマ送り  (
一時停止中 )

T/F コンテンツを倍速で早送り し
ます。 動画を一時停止中に  

ボタンまたはキーボードの 
[F] を押すと、 次のフレーム

に移動します。

G 音量調整 +,- 音量を調整します。

H 3D を有効にする * 3D でムービー / 動画ファイ

ルを再生します。 詳細は、 59 
ページの 「3D 再生」 を参照し

て ください。

I 経過時間 / 残り時

間

経過時間と残り時間を切り替
えます。

J フル スクリーン F5 フル スクリーン  モードを切

り替えます。

K 3D ディスプレイの

設定 *
3D ディスプレイおよび再生

の設定を行います。 詳細は、

61 ページの 「3D ディスプレ

イの設定」 を参照して くださ

い。

アイ
コン

ボタン ホッ ト  
キー

説明
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L TrueTheater エフェ

ク ト *
TrueTheater ビデオ エフェク

トのコン ト ロールにアクセス
します。 詳細は、 56 ページの

「TrueTheater エフェク ト」 を
参照して ください。

M ミ ュート Q 音量を消します。

N 次へ N 次のチャプターまたはフォル
ダー / プレイリスト中の次の

ムービーまたは動画に移動し
ます。

O 停止 S メディアの再生を停止しま
す。

P 巻き戻し / コマ戻

し  ( 一時停止中 )

B/E コンテンツを倍速で巻き戻し
ます。 動画を一時停止中に  

ボタンまたはキーボードの 
[E] を押すと、 前のフレーム

に移動します。

Q ブックマークの機
能

DVD ムービーおよび動画のお

気に入りのシーンにブック
マークを付けて、 [ ブック

マーク  ビューアー ] にアクセ

スします。 詳細は、 63 ページ

の 「ブックマークの機能」 を
参照して ください。

R リピート Ctrl+R チャプター、 ディスク  タイ

トル、 動画ファイルを繰り返
し再生します。

アイ
コン

ボタン ホッ ト  
キー

説明
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注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

ムービー情報 ディスクの再生を停止時にこ
のボタンをクリ ックすると、
[ ムービー情報 ] ウィンドウ

にアクセスします。 詳細は、

77 ページの 「ムービー情報」 
を参照して ください。

ムービー コレク

シ ョ ン

ディスクの再生を停止時にこ
のボタンをクリ ックすると、
[ ムービー コレクシ ョ ン ] 
ウィンドウにアクセスしま
す。 詳細は、 80 ページの

「ムービー コレクシ ョ ン」 を
参照して ください。

ポップアップ メ
ニュー *

 Ctrl+P ブルーレイ  ディスクの再生

中にこのボタンをクリ ックす
ると、 ディスク  コンテンツ

からポップアップ メニュー

を表示します。

ディスクの取り出
し

Ctrl+E 選択したディスク  ド ライブ

から、 ディスクを取り出しま
す。

アイ
コン

ボタン ホッ ト  
キー

説明
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画像タブのコン ト ロール

[ 画像 ] タブで画像およびスライ ドシ ョーを表示中に、 再生コン ト ロールは次

のように表示されます。

アイ
コン

ボタン ホッ ト  
キー

説明

A スライ ドシ ョーの
環境設定を調整

スライ ドシ ョーの環境設定を
調整します。 次の画像を表示

するまでの時間を  [ 所要時間

] で指定します。 スライ ド

シ ョーに適用するエフェク ト
を  [ エフェク ト ] から指定し

ます。 [ フェード ] を選択する

と、 画像間にフェード  エ
フェク トが追加されます。 [
モーシ ョ ン ] を選択すると、

各画像がパン＆ズームで移動
します。

B 右回転 画像を右に 90 度回転します。

C ズーム スライダー 画像を拡大、 縮小します。

D 前へ P フォルダーまたはスライ ド
シ ョーの前の画像に戻りま
す。

A C

M L K J

D E F GB

N

H

IO
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E 再生 / 一時停止 Enter/ ス
ペース 
バー

スライ ドシ ョーを再生 / 一時

停止します。

F ミ ュート Q 音楽の音量を消します。

G 3D を有効にする * 3D を有効にします。 詳細は、

59 ページの 「3D 再生」 を参

照して ください。

H フル スクリーン F5 フル スクリーン  モードを切

り替えます。

I 3D ディスプレイの

設定 *
3D ディスプレイおよび再生

の設定を行います。 詳細は、

61 ページの 「3D ディスプレ

イの設定」 を参照して くださ

い。

J 音量調整 +,- 音楽の音量を調節します。

K 次へ N フォルダーまたはスライ ド
シ ョーの次の画像に移動しま
す。

L 停止 S スライ ドシ ョーの再生を停止
します。

M 拡大 画像を拡大表示します。

N 縮小 画像を縮小表示します。

O 左回転 画像を左に 90 度回転します。

アイ
コン

ボタン ホッ ト  
キー

説明
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音楽タブのコン ト ロール

[ 音楽 ] タブで音楽を再生中に、 再生コン ト ロールは次のように表示されます。

アイ
コン

ボタン ホッ ト  
キー

説明

A ナビゲーシ ョ ン  ス
ライダー

再生経過時間を表示します。 
スライダーをクリ ックする
と、 曲の他のシーン  ( 時間 ) 
に移動します。

B メディア再生メ
ニュー

再生中にこのボタンをクリ ッ
クすると、 メディア再生メ
ニューにアクセスします。 詳
細は、 41 ページの 「メディ

ア再生メニュー」 を参照して

ください。

C リピート Ctrl+R フォルダー / プレイリスト中

の 1 曲またはすべての曲をリ

ピート再生します。

D 停止 S 音楽の再生を停止します。

E 次へ N フォルダー、 プレイリス ト、
ディスクの次の曲に移動しま
す。

F 音量調整 +,- 音楽の音量を調節します。

A B

K J I H

C D E F

GL
 40



第 2 章 : PowerDVD を使う
メディア再生メニュー

メディア再生メニューから様々な便利な機能にアクセスできます ( 再生中のメ

ディアによってアクセス内容は異なります )。

注 ： メディア再生メニューは、 フォ ト  スライドシ ョー、 VCD または SVCD の再生中

は利用することができません。

G TrueTheater を有効

にする

TrueTheater オーディオ エ
フェク トのコン ト ロールにア
クセスします。 詳細は、 58 
ページの 「TrueTheater オー

ディオ エフェク ト」 を参照し

て ください。

H ミ ュート Q 音楽の音量を消します。

I 再生 / 一時停止 Enter/ ス
ペース 
バー

音楽を再生 / 一時停止しま

す。

J 前へ P フォルダー、 プレイリス ト、
ディスクの前の曲に戻りま
す。

K シャッフル V フォルダー、 プレイリス ト、
ディスク中の音楽をランダム
に再生します。 

L 音楽情報 再生中の音楽のアルバム 
アートおよび情報を表示しま
す。

アイ
コン

ボタン ホッ ト  
キー

説明
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DVD 再生メニュー

CyberLink PowerDVD で DVD を再生中に、  メニューを選択すると次の機能

にアクセスできます。

• メニュー選択 : 表示可能なディスク  メニューにアクセスします。

• 続きから再生 : 直前のシーンに戻ります。 ディスク  メニューを表示するため

に再生を停止した場合、 このメニューを押すと元のシーンに戻ります。 
• 音声言語 : 再生する音声言語を選択します。 再生可能な言語は、 ディスク  タ

イ トルにより異なります °
• 字幕 ( 主 ): デフォルトの字幕を選択します。 通常、 字幕 ( 主 ) は画面の下部

に表示されます。
• 字幕 ( 副 ): デフォルトの字幕 ( 主 ) と同時に表示する字幕を選択します。 通

常、 字幕 ( 副 ) は画面の上部に表示されます。

• 画面アングル : 一部のディスク  タイ トルで使用できます。 このオプシ ョ ン

を選択すると、 カ メ ラのアングルを切り換えることができます。
• クローズド  キャプシ ョ ン : クローズド  キャプシ ョ ンは、 聴覚障害者向けの

機能です ( 一部のディスク  タイ トルに対応 )。 クローズド  キャプシ ョ ンは、

動画コンテンツ上に文字で表示されます ° オープン  キャプシ ョ ンとは異な

り、 ビデオ信号では表示されず、 特殊なデコーダーが必要です。
• チャプター ビューアー : ディスク  タイ トルのチャプター サムネイルにアク

セスします。 詳細は、 71 ページの 「チャプター ビューアー」 を参照して く

ださい。
• コ メン ト : ムービーに関するコ メン ト を追加して、 リアルタイムに 

Facebook、 Twitter、 MovieLive で共有します。 詳細は、 62 ページの 「コ メン

ト」 を参照して ください。

• ムービー情報 : 再生中のムービーの詳細情報やレビューにアクセスします。 
詳細は、 77 ページの 「ムービー情報」 を参照して く ださい。

• ムービー コレクシ ョ ン : ムービー コレクシ ョ ンにアクセスします。 詳細は、

80 ページの 「ムービー コレクシ ョ ン」 を参照して ください。

ブルーレイ  ディスクの再生メニュー

CyberLink PowerDVD で ブルーレイ  ディスク * を再生中に、  メニューを選

択すると次の機能にアクセスできます。
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注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

• メニュー選択 : 表示可能なディスク  メニューにアクセスします。

• 続きから再生 : 直前のシーンに戻ります。 ディスク  メニューを表示するため

に再生を停止した場合、 このメニューを押すと元のシーンに戻ります。
• 静止 オフ : 再生を一時停止した時に選択すると、 再生を再開します。

• PiP ビデオ : 追加コンテンツを含む PiP ( ピクチャー イン  ピクチャー ) ウィン

ドウを有効にします ( 一部の ブルーレイ  ディスク  タイ トルで利用可能 )。
• 音声言語 : 再生する音声言語を選択します。 再生可能な言語は、 ディスク  タ

イ トルにより異なります °
• PiP 音声言語 : PiP ビデオを再生中に、 [PiP 音声言語 ] リス トから  PiP ビデオ

の言語を選択します。
• 字幕 ( 主 ): デフォルトの字幕を選択します。 通常、 字幕 ( 主 ) は画面の下部

に表示されます。
• 画面アングル : 一部のディスク  タイ トルで使用できます。 このオプシ ョ ン

を選択すると、 カ メ ラのアングルを切り換えることができます。
• クローズド  キャプシ ョ ン : クローズド  キャプシ ョ ンは、 聴覚障害者向けの

機能です ( 一部のディスク  タイ トルに対応 )。 クローズド  キャプシ ョ ンは、

動画コンテンツ上に文字で表示されます ° オープン  キャプシ ョ ンとは異な

り、 ビデオ信号では表示されず、 特殊なデコーダーが必要です。
• コ メン ト : ムービーに関するコ メン ト を追加して、 リアルタイムに 

Facebook、 Twitter、 MovieLive で共有します。 詳細は、 62 ページの 「コ メン

ト」 を参照して ください。

• ムービー情報 : 再生中のムービーの詳細情報やレビューにアクセスします。 
詳細は、 77 ページの 「ムービー情報」 を参照して く ださい。

• ムービー コレクシ ョ ン : ムービー コレクシ ョ ンにアクセスします。 詳細は、

80 ページの 「ムービー コレクシ ョ ン」 を参照して ください。
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動画再生メニュー

CyberLink PowerDVD で動画を再生中に、  メニューを選択すると次の機能

にアクセスできます。

• 音声言語 : 再生する音声言語を選択します。 再生可能な言語は、 ディスク  タ
イ トルにより異なります °

• 字幕 ( 主 ): デフォルトの字幕を選択します。 通常、 字幕 ( 主 ) は画面の下部

に表示されます。 動画ファイルの字幕に関する詳細は、 76 ページの 「外部

字幕を読み込む」 を参照して ください。

• 画面アングル : 一部の DVD フォルダーで使用できます。 このオプシ ョ ンを

選択すると、 カ メ ラのアングルを切り換えることができます。

注 ： WTV ファイルの再生中は、 これらの動画再生メニュー オプシ ョ ンはご利用い

ただけません。 ただし、 WTV の再生中に、 好みのビデオ / オーディオ スト リーム

や、 字幕を選択することはできます。

音楽再生メニュー

CyberLink PowerDVD で音楽ファイルまたはオーディオ CD を再生中に、  メ
ニューを選択するとイコライザー設定にアクセスできます。 選択する音声設定

は、 再生中の音声の種類または音楽のジャンルによって異なります。
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エクスプレス メニュー

コンテンツの再生中に、 エクスプレス メニューから、 CyberLink PowerDVD の
コン トロールや再生機能にアクセスできます。 エクスプレス メニューにアクセ

スするには、 動画コンテンツ  ウィンドウを右クリ ックします。

注 ： エクスプレス メニューに表示される機能は、 再生中のメディアの種類、 およ

び特定のメディア ( ディスク  タイ トル、 動画ファイルなど ) の機能によって異なり

ます。

エクスプレス メニューはい くつかのセクシ ョ ンに分かれています。 これらにつ

いて説明します。

基本コン ト ロール

画面コン ト ロール

DVD メニュー コン ト ロール

PowerDVD コン ト ロール

設定コン ト ロール

エクスプレス メニュー設定
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エクスプレス メニューの設定

[ 表示 / 非表示の設定 ] から、 エクスプレス メニューに表示するコン ト ロール

を選択します。 特定のコン トロールを非表示にするには、 一覧からチェ ックを

外します。

基本コン ト ロール

[ 基本コン トロール ] は、 ムービーおよび動画を再生中に、 基本コン ト ロール、

移動メニュー、 ブックマーク等にアクセスするコン ト ロールです。

再生コン ト ロール

CyberLink PowerDVD の再生コン トロール ( 再生、 停止、 一時停止など ) が表示

されます。

移動

[ 移動 ] オプシ ョ ンから、 再生可能なタイ トルのチャプターを選択します。 
チェ ック  マークが付いているものは、 現在再生中のタイ トルで、 タイ トルの右

矢印にマウス カーソルを移動するとチャプターが表示されます。 チャプターへ

のアクセスには、 [ ブラウザー ] または [ チャプター ビューアー ] ウィンドウを

使用することもできます。

ブックマーク

[ ブックマーク ] オプシ ョ ンを使う と、 [ ブックマーク  ビューアー ] またはブラ

ウザーで、 ブックマークを追加したり、 ブックマークを追加したシーンに移動
したりできます。 これらの機能の詳細については、 63 ページの 「ブックマーク

の機能」 または 51 ページの 「ブラウザー」 を参照して ください。

フル スクリーン

[ フル スクリーン表示 ] を選択すると、 フル スクリーン  モードに切り換わりま

す。

画面コン ト ロール

[ 画面コン トロール ] は、 再生中のメディア コンテンツの縦横比などを調整す

るコン ト ロールです。

縦横比

[ 縦横比 ] オプシ ョ ンでは、 TrueTheater Stretch、 デジタル ズーム、 Pan & Scan 
などの機能にアクセスできます。
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縦横比を維持

[ 縦横比を維持 ] オプシ ョ ンを選択すると、 動画コンテンツとウィンドウの縦

横比が保たれ、 必要に応じてレターボックスが追加されます。

画面に合わせてスト レッチ 

[ 画面に合わせてスト レッチ ] では、 ムービーをスト レッチしてウィ ンドウの

サイズに合わせます。

TrueTheater Stretch*

[TrueTheater Stretch] 機能は、 フル スクリーン  モードでのみ使用できます。 ワ

イ ド  スクリーンの縦横比の DVD に適しています ( 例 : 4:3 モニターで 16:9 が
適 )。 この機能では CyberLink 独自の Pano Vision ビデオ テク ノロジーを使用して

ムービーをスト レッチし、 モニターのサイズに合わせます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

利用可能な TrueTheater Stretch モードは次の通りです。

• スマート  スト レッチ : 画像の中央はそのままで、 端をわずかにクロップ＆

スト レッチします。
• フ ィ ッ ト  スクリーン : 画像の中央はそのままで、 端をわずかにスト レッチ

します。
• スマート  2.35:1: 2.35:1 縦横比のディスクを再生する場合、 ワイ ド  スクリー

ン  (16:9 または 16:10) のディスプレイ  スペースに 大に表示します。

• カスタム スト レッチ : [ 縦横比 ] タブで設定したカスタムの縦横比を適用し

ます。 カスタムの縦横比作成に関する詳細は、 97 ページの 「縦横比」 を参照

して ください。

Pan & Scan

[Pan & Scan] では、 ディスク  コンテンツの中央部分を表示し、 表示エリアをド

ラッグすることで動画の全範囲を表示します。 この機能は、 フル スクリーン  
モード、 および 2.35:1 か 1.85:1 のディスク  タイ トルでのみ利用できます (4:3 モ
ニターでのワイ ド  スクリーン  コンテンツが 適 )。 この機能を使用する場合は、

ディスク  タイ トルの縦横比を確認して ください。

Pan & Scan 機能では、 レターボックスなしにコンテンツが表示されますが、 映

像の一部が表示されな く なります。 Pan & Scan のデフォルト位置は中央に設定

されていますが、 画面を左右にド ラッグして移動させることができます。
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デジタル ズーム

[ デジタル ズーム ] は、 エクスプレス メニューからのみアクセス可能です。 デ

ジタル ズーム機能を使う と、 お好みのシーンを拡大表示することができます。

注 ： デジタル ズームはフル スクリーン  モードでのみ使用できます。 ブルーレイ  
ディスクには対応していません。

1. 右クリ ックでエクスプレス メニューを表示し、 [ 縦横比 ] > [ デジタル ズー

ム ] > (4X) または (9X) を選択します。

2. 画面をクリ ック＆ド ラッグして、 拡大画面を移動します。 画面の左上隅に、
拡大表示されているエリア ( 緑の枠線 ) が、 標準のスクリーン  モード  ( 白の

枠線 ) の中に表示されます。

3. フル スクリーン  モードに戻るには、 エクスプレス メニュー ( 右クリ ック ) 
に戻り、 [ 縦横比 ] > [ 縦横比を維持 ] を選択するか、 他の縦横比を選択しま

す。

設定コン ト ロール

[ 設定コン トロール ] は、 音声言語、 字幕、 画面アングルなどの機能にアクセ

スできるコン ト ロールです。

音声言語

[ 音声言語 ] メニューから、 再生する音声言語を選択します。 再生可能な言語

は、 ディスク  タイ トルにより異なります。

字幕

[ 字幕 ( 主 )] で、 デフォルトの字幕を選択します。 通常、 字幕 ( 主 ) は画面の下

部に表示されます。

[ 字幕 ( 副 )] では、 デフォルトの字幕と同時に、 副字幕が必要な場合に選択し

ます。 通常、 字幕 ( 副 ) は画面の上部に表示されます。

画面アングル

一部のディスク  タイ トルで使用できます。 このオプシ ョ ンを選択すると、 カ メ

ラのアングルを切り換えることができます。

カラオケ
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[ カラオケ ] オプシ ョ ンは、 カラオケ ディスクの再生時に使用できます。 詳細

は、 27 ページの 「カラオケ ディスクを再生する」 を参照して く ださい。

クローズド  キャプシ ョ ン

クローズド  キャプシ ョ ンは、 聴覚障害者向けの機能です ( 一部のディスク  タイ

トルに対応 )。 クローズド  キャプシ ョ ンは、 動画コンテンツ上に文字で表示さ

れます ° オープン  キャプシ ョ ンとは異なり、 ビデオ信号では表示されず、 特殊

なデコーダーが必要です。

再生情報表示

[ 再生情報表示 ] を有効にすると、 可変ビデオ ビッ ト レートや、 Dolby Digital 
5.1、 Dolby Digital 2.0、 DTS 5.1 といった音声形式、 オーディオ ビッ ト レートが 
OSD ( オン  スクリーン  ディスプレイ ) 上に表示されます。 また、 経過時間、 残

り時間、 チャプター、 タイ トルの情報も表示されます。

ブルーレイ  ディスク設定コン ト ロール

ブルーレイ  ディスク  タイ トル * を再生する場合、 エクスプレス メニューでは

次の追加設定機能が使えます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

PiP ビデオ

追加コンテンツを含む PiP ( ピクチャー イン  ピクチャー) ウィンドウを有効にし

ます ( 一部の ブルーレイ  ディスク  タイ トルで利用可能 )。

PiP 音声言語

一覧から、 PiP ビデオの言語を選択します。

字幕 ( 主 )

PiP ビデオを表示する場合、 字幕 ( 主 ) に PiP ビデオ用の追加字幕が表示される

場合もあります ( 言語の横に、 「PiP から」 と表示 )。 PiP の字幕を選択すると、

字幕はメインの映像に表示されます。
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注 ： PiP ビデオが終了または閉じられた場合、 初に選択された字幕 ( 主 ) に戻りま

す。

静止 オフ

再生を一時停止した時に選択すると、 再生を再開します。

DVD メニュー コン ト ロール

DVD タイ トルを再生する場合、 エクスプレス メニューでは次のメニュー コン

ト ロールが使えます。

メニューの選択

[ メニュー選択 ] オプシ ョ ンを使う と、 表示可能なメニューに移動します。 詳細

は、 72 ページの 「メニューにアクセスする」 を参照して ください。

続きから再生

[ 続きから再生 ] を選択すると、 直前のシーンに戻ります。 ディスク  メニューを

表示するために再生を停止した場合、 このメニューを押すと元のシーンに戻り
ます。 

PowerDVD コン ト ロール

エクスプレス メニューから、 設定ウィンドウおよび次のコン ト ロールにもアク

セスできます。

設定

[ 設定 ] ウィンドウを表示します。 詳細は、 83 ページの 「設定」 を参照して くだ

さい。

アクテ ィブ化

お使いの CyberLink PowerDVD のアクテ ィブ化 ( 登録 ) やアップグレードが行え

ます。

バージ ョ ン情報

お使いの CyberLink PowerDVD のバージ ョ ン情報を表示します。

終了
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CyberLink PowerDVD のプログラムを終了します。

再生メニュー

再生メニューには、 チャプターのシ ョート カッ トがあり、 ムービー ディスクの

再生中に、 ブラウザーとチャプター ビューアーにもアクセスできます。

1. 再生メニューにアクセスするには、 再生コン ト ロールの  か  ボタンを

右クリ ックします。 チェ ックが付いたものは、 現在再生中のチャプターで

す。

2. 再生するチャプターを選択して、 移動します。

注 ： [ ブラウザー ] または [ チャプター ビューアー ] ウィンドウを選択することもで

きます。

ブラウザー

[ ブラウザー ] からは、 再生可能なタイ トル、 チャプター、 追加済みのブック

マークが選択できます。

注 ： [ ブラウザー ] には、 [ エクスプレス メニュー ] の [ 移動 ] オプシ ョ ンや [ ブック

マーク ] オプシ ョ ンからもアクセスできます。
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1. 再生メニューから  [ ブラウザー ] を選択すると、 [ ブラウザー ] ウィンドウが

開き、 タイ トル、 チャプター、 ブックマークを表示します。 赤いポイン トが

付いたものは、 現在再生中のチャプターです。

2. チャプターまたはブックマークを選択し、 [ 移動 ] をクリ ックして再生を開

始します。

チャプター ビューアー

[ チャプター ビューアー ] オプシ ョ ンを選択して、 チャプター ビューアー中の

チャプター サムネイルを表示します。 詳細は、 71 ページの 「チャプター 
ビューアー」 を参照して ください。

注 ： [ チャプター ビューアー ] には、 [ エクスプレス メニュー ] の [ 移動 ] オプシ ョ

ンや [ ブックマーク ] オプシ ョ ンからもアクセスできます。

PowerDVD Remote

PowerDVD Remote がインストールされている  Android デバイスまたは iPhone を
使って、 CyberLink PowerDVD 11 がインストールされているコンピューター中

のメディアをリモート操作 * することができます。 PowerDVD Remote を使って、

CyberLink PowerDVD に接続されたデバイス中のメディアを再生することもでき

ます。
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注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

デバイスをセッ トアップする

ポータブル デバイスを使ってメディアをリモート操作する前に、 次の操作を行

います。

• CyberLink PowerDVD 11 がインストールされるコンピューターをワイヤレス 
ネッ トワークに接続します。

• Android デバイスまたは iPhone を同じワイヤレス ネッ トワークに接続しま

す。
• オンライン  ストア (Android App Market、 iPhone App Store) から、 PowerDVD 

Remote アプリ  ( 無料 ) をダウンロード します。

• PowerDVD Remote アプリをポータブル デバイスにインストールします。

• ワイヤレス ネッ トワークに接続されたコンピューターで、 [ デバイス ] タブ

をクリ ックします。 CyberLink PowerDVD で PowerDVD Remote を実行するデ

バイスをコン ト ロールするには、 このタブに記載される  パスコード  をデバ

イスに入力する必要があります。

注 ： [ 変更 ] をクリ ックすると、 新しい パスコード  が生成されます。

PowerDVD Remote でメディアを再生する

ポータブル デバイスをワイヤレス ネッ トワークに接続し、 PowerDVD Remote 
をインス トールしたら、 ネッ トワークのサーバーまたはデバイス中のメディア
をコン ト ロールできるようになります。

PowerDVD Remote でメディアの再生をリモート操作するには、 次の操作を行い

ます。

1. メディアを再生するコンピューターから  CyberLink PowerDVD を起動します。

2. ポータブル デバイスの PowerDVD Remote アプリを起動します。 PowerDVD 
Remote は、 ネッ トワークに接続されたすべてのメディア サーバーを検出し

ます。

3. リス ト  (CyberLink PowerDVD を起動するコンピューターの名称 ) から接続す

るサーバーを選択します。
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4. 必要に応じて、 メディア サーバーにアクセスする  4 桁のパスワードを入力

します。 PowerDVD Remote の [ モジュール ] ウィンドウが表示されます。

5. PowerDVD Remote の [ モジュール ] ウィンドウでは、 次の操作を行う ことが

できます。

• [ ムービー ] を選択すると、 CyberLink PowerDVD の [ ムービー ] タブのムー

ビー ディスクにアクセス、 再生します。

• [ 動画 ] を選択すると、 CyberLink PowerDVD の [ 動画 ] タブの動画ファイル

にアクセス、 再生します。
• [ 画像 ] を選択すると、 CyberLink PowerDVD の [ 画像 ] タブの画像にアクセ

ス、 表示します。
• [ 音楽 ] を選択すると、 CyberLink PowerDVD の [ 音楽 ] タブの音楽にアクセ

ス、 再生します。
• [ デバイス ] を選択すると、 使用するデバイス中のメディアにアクセス、 再

生します。 サーバーに他のポータブル デバイスが接続されている場合でも、

そのデバイスおよび使用中のデバイスにアクセスすることができます。
CyberLink PowerDVD の [ デバイス ] タブから再生をコン ト ロールします。

注 ： PowerDVD Remote でメディアをリモート再生する場合、 再生中のメディア種類

によって、 再生コン ト ロールの表示形式は異なります。 各メディアを再生中に利用

可能なコン ト ロールおよび再生機能は、 33 ページの 「再生コン トロール」 を参照し

て ください。

6. PowerDVD Remote 画面下の [ マウス パッ ド ] タブを選択して、 マウス パッ

ドにアクセス、 使用します。 ポータブル デバイスのタ ッチ パネルを指でド

ラッグすると、 CyberLink PowerDVD を起動するコンピューターのマウス動

作に反映されます。 画面をダブル タ ップすると、 選択したメディアの再生

を開始します。 

注 ： [ マウス パッ ド ] には、 通常のマウスと同様のオプシ ョ ンがあります。 
CyberLink PowerDVD のボタン、 タブ、 またはプログラム中のメディア ファイルを

選択したり、 右のスクロール バーを使って、 ウィ ンドウのメディアをスクロール

したりすることができます。
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7. PowerDVD Remote の [ 再生コン トロール ] タブを選択して、 選択したメディ

アの再生をコン ト ロールします。 [ ムービー ] タブでディスクを再生中に、

[DVD/BD] オプシ ョ ンをタ ップして、 他のコン ト ロール ( チャプター ビュー

アー、 ディスク  メニュー、 字幕、 言語など ) を表示します。

再生機能

CyberLink PowerDVD には、 ムービーをさらに高品質で視聴可能な様々な再生機

能を搭載しています。
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TrueTheater エフェク ト

 ボタンをクリ ックして、 TrueTheater エフェク ト * ウィンドウを表示しま

す。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

TrueTheater エフェク トは、 メディアを 高品質で再生するための CyberLink 独
自の映像 ・ 音声技術です。
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注 ： TrueTheater ビデオ エフェク トは、 ブルーレイ  ディスク  タイ トルを再生中、 お

よびハードウェア アクセラレーシ ョ ンを有効にしている場合は使用できません。

TrueTheater ビデオ エフェク ト

DVD および 動画ファイルを再生中に、 TrueTheater ビデオ エフェク ト を有効に

すると、 高画質で動画を再生することができます。

注 ： TrueTheater ビデオ エフェク トは、 一部の動画ファイル形式には適用でき

ません。

• 自動調整 : DVD および動画を再生中に、 すべての TrueTheater エフェク ト を

自動的に適用します。 CPU 使用率およびモバイル電源設定 ( ノートブック /
ラップ ト ップのみ ) に応じて、 TrueTheater HD および Motion の値を調整 ( オ
ンまたはオフ ) します。

• TrueTheater HD: 元の動画をより高い解像度 ( よりシャープ、 ノ イズなし ) に
アップスケールします。 TrueTheater HD は、 480p から 1080p までブースト可

能です。 スライダーを使ってシャープを 適に調節します。

注 ： コンピューターが NVIDIA CUDA/AMD Accelerated Parallel Processing 対応の場合

は、 [NVIDIA CUDA/AMD Accelerated Parallel Processing を有効にする ] を選択すると、

GPU アクセラレーシ ョ ンを使って、 よりスムーズに再生するよう動画をデコード し

ます (TrueTheater HD が有効になっている場合 )。

• TrueTheater Lighting (CyberLink Eagle Vision2): CyberLink 独自の映像技術で、

動画コンテンツの明るさ、 コン ト ラス ト、 彩度を調整します。 これにより、
非常に暗いシーンから明るいシーンまで幅広い映像が入った動画を再生す
る際にも、 色の設定を変更する必要はな く なります。 スライダーを使って、

TrueTheater Lighting をお好みのレベルに調整します。

• TrueTheater Motion: フレーム レート を  24 fps から  60 fps にアップサンプリン

グし、 アクシ ョ ン  ムービー等の動きをさらにスムーズに再生します。 [ ス
ムーズ ( 中 )] を選ぶと、 フレーム レートは、 元のムービー コンテンツの二

倍になります。 [ スムーズ ( 強 )] を選ぶと、 ディスプレイの出力フレーム 
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レートによって、 動画コンテンツを毎秒 60 か 72 フレームのフレーム レー

トまで改善します。
• TrueTheater Noise Reduction: ホーム ビデオ ファイルのビデオ ノ イズ (High-

ISO およびテレビ信号のノイズを含む ) を低減します。 スライダーを使って、

映像のノイズ リダクシ ョ ン  レベルを調整します。

注 ： この機能は、 ディスクの再生時にはご利用いただけません。

• TrueTheater Stabilizer: 手ぶれのあるホーム ビデオ ファイルに動き補償 ( モー

シ ョ ン  コンペンセーシ ョ ン ) を適用します。 三脚を使わずに撮影されたもの

や動きながら撮影された動画ファイルに適しています。

注 ： この機能は、 ディスクの再生時にはご利用いただけません。

TrueTheater エフェク ト  ディスプレイ  モード

TrueTheater エフェク ト  ディスプレイ  モード  オプシ ョ ンは、 TrueTheater エフェ

ク ト を有効にしている場合に使用可能で、 再生中に表示されるビデオ エフェク

トの形式を選択することができます。

次のディスプレイ  モードから選択できます。

• : 全体の映像に TrueTheater エフェク トが適用されます ( 通常モード )。

• : 左半分には元の映像が、 右半分には TrueTheater エフェク トが適用

され、 両方を比較することができます ( 分割モード )。

• : 左半分には元の全体映像が、 右半分には TrueTheater エフェク トが

適用された同一の映像をプレビューします ( 比較モード )。

TrueTheater オーディオ エフェク ト

すべてのディスク種類、 動画、 音楽をを再生中に、 TrueTheater オーディオ エ
フェク ト を有効にすると、 高音質で音声を再生することができます。 
TrueTheater オーディオ エフェク ト を表示するには、  をクリ ックして、 [ 音
声 ] タブをクリ ックします。

TrueTheater オーディオ エフェク ト を適用するには、 次の操作を行います。
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1. 使用環境に合った設定を  [ スピーカー環境 ] のドロップダウンから選択しま

す。 各オプシ ョ ンの詳細は、 89 ページの 「音声の設定」 の 「スピーカー環

境」 セクシ ョ ンを参照して ください。

注 ： スピーカー環境として [S/PDIF] または [HDMI] を選択した場合は、 TrueTheater 
オーディオ エフェク トは無効になります。

2. [TrueTheater Surround] オプシ ョ ンを選択すると、 [ 出力モード ] または音声

信号での特殊処理として、 TrueTheater Surround オーディオ エフェク トが使

用されます。

3. 選択したスピーカー環境によって、 音声詳細は異なります。 音声詳細オプ

シ ョ ン設定に関する詳細は、 92 ページの 「音声の詳細設定」 または関連す

るセクシ ョ ンを参照して ください。 例えば、 スピーカー環境がヘッ ド フォン

の場合は、 TrueTheater Surround (Headphone モード ) を参照して ください。

3D 再生

3D* ブルーレイ  ディスク *、 DVD、 動画ファイルの再生および、 JPS、 MPO、 サ

イ ド  バイ  サイド  3D 画像の 3D 表示に対応しています。 TrueTheater 3D* を使って 
2D DVD ムービー、 動画ファイル、 画像を  3D に変換することもできます。

注 ： CyberLink PowerDVD を使って、 2D ブルーレイ  ディスクを  3D に変換することは

できません。

3D 再生時の注意 : 3D 動画を見ているときに頭痛、 眩暈、 吐き気、 目がぼやける、

その他の症状を感じた場合は、 直ちに動画鑑賞を止め、 医者の指示を仰ぐようお勧
めします。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

CyberLink PowerDVD を初めて起動すると、 3D ディスプレイを設定するかどう

か表示されます。 設定するには [ はい ] ボタンをクリ ックし、 [ ディスプレイ ] 
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タブを選択します。 [ 自動検出 ] を選択すると、 デバイスが自動的に検出されま

す。 2 番目のオプシ ョ ン  ボタンを選択して、 ディスプレイを手動で選択するこ

ともできます。

注 ：互換性のある  3D ディスプレイを接続していない場合は、 [ アナグリフ赤青モー

ド ] を選択し、 3D オプシ ョ ンを有効にすると、 アナグリフ  ( 赤青 ) 3D メガネを使っ

て 3D コンテンツを見ることができます。

初回の起動で 3D ディスプレイの設定を行わなかった場合は、 その後 [3D ディ

スプレイの設定 ] ウィンドウから行う ことができます。 詳細は、 61 ページの

「3D ディスプレイの設定」 を参照して ください。

注 ： 3D の再生中は、 一部の機能が無効になります。 

3D 再生を有効にする

3D** ブルーレイ  ディスクまたは DVD を挿入、 または 3D 映像ファイルを再生

すると、 自動的に 3D で再生されます (3D モードが有効になっている場合 )。

注 ： ** 3D ブルーレイ  ディスク再生対応の CyberLink PowerDVD のバージョ ンでは、

設定で再生を有効にする必要があります。 有効化に関する詳細については、 101 
ページの 「ブルーレイ  3D」 を参照して く ださい。

TrueTheater 3D を使って 2D DVD および動画を  3D に自動的に変換することもで

きます (3D モードが有効になっている場合 )。

注 ： 3D 画像を表示、 または 2D 画像を  3D に変換する場合は、 3D 再生を手動で有効

にする必要があります。

3D の再生を有効にするには、 再生コン ト ロールの  ボタンをクリ ックしま

す。
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注 ： 3D モードを有効にすると、 再生コン ト ロールの 3D アイコンは  のように

表示されます。

3D ディスプレイまたは再生の設定を調整するには、 再生コン ト ロールの  ボ

タン  (  ボタンの隣 ) をクリ ックします。 設定オプシ ョ ンについては、 3D ディ

スプレイの設定  を参照して ください。

3D ディスプレイの設定

[3D ディスプレイの設定 ] ウィンドウを開くには、 再生コン ト ロールの  ボタ

ン  (  ボタンの隣 ) をクリ ックします。 3D 設定は次のように行います。

全般

[ 全般 ] タブでは、 3D ディスプレイの設定を行います。

• 3D シーン深度 : スライダーを使って、 映像の深度を調整します。

• 視覚の切り換え : 3D コンテンツを見ると、 不快感を覚える場合があります

が、 これは一般的なコンテンツと  3D 映像とではレイアウトが異なるためで

す。 3D を再生中に目の疲れを覚える場合、 左右の映像を切り換えてみて く

ださい。 左右それぞれの映像が切り換わり、 不快感が軽減できる可能性があ

ります。

ソース形式

3D DVD または動画ファイルの再生中に 3D コンテンツが正常に表示されない場

合、 [ ソース形式 ] タブで 3D 映像形式を手動で設定します。

• 自動検出 : このオプシ ョ ンを選択すると、 3D コンテンツの映像形式が自動

的に検出されます。 3D DVD、 動画ファイル、 画像は自動的に 3D で再生され

ます (3D モードが有効になっている場合 )。 2D DVD または動画ファイルを再

生する場合は、 TrueTheater 3D により  2D 映像が 3D に変換されます。

• サイド  バイ  サイド形式 : 3D コンテンツに 2 つの異なる映像が左右に配置さ

れる場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 2 つの映像を合わせて、 3D 効
果を作り出します。

• オーバー アンダー形式 : 3D コンテンツに 2 つの異なる映像が上下に配置

される場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 2 つの映像を合わせて、

3D 効果を作り出します。
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• 2D 形式 : 2D モードのコンテンツを  CyberLink TrueTheater を使って 3D に変換

する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

ディスプレイ

[ ディスプレイ ] タブでは、 3D ディスプレイの設定を行います。 

• 自動検出 : このオプシ ョ ンを選択すると、 3D デバイスが自動的に検出され

ます。 3D ディスプレイを接続していない場合は、 [ アナグリフ赤青モード ] 
で再生されます。 アナグリフ  3D メガネ ( 赤青 ) を使って 3D コンテンツを視

聴することができます。
• 3D ディスプレイを手動で選択するには、 2 番目のオプシ ョ ン  ボタンを選択

して、 ドロップダウン  メニューから選択します。 3D ディスプレイを接続し

ていない場合は、 [ アナグリフ赤青モード ] を選択すると、 アナグリフ  3D 
メガネ ( 赤青 ) を使って 3D コンテンツを視聴することができます。

コ メン ト

DVD または ブルーレイ  ディスク  ムービーの再生中に、 [ 一時停止 ] ボタンをク

リ ックすると、 再生中のムービーに関するコ メン ト * ( レビュー ) を入力するこ

とができます。 このコ メン トは、 リアルタイムに Facebook、 Twitter、 MovieLive 
で共有することができます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

コ メン ト を入力および共有するには、 次の操作を行います。

1. ムービーの再生中に、 [ 一時停止 ] ボタンをクリ ックします。

2. コ メン トの欄に、 再生中のムービーまたはシーンに関するコ メン ト を入力
します。

注 ： [ コ メン ト ] 欄には、 140 文字以下の文字が入力できます。

3. [ 共有 ] ボタンをクリ ックします。

4. コ メン ト を共有するサイ ト を選択して、 [ 共有 ] をクリ ックします。 ユー

ザー インターフェイスの手順に従って、 各 Web サービスの共有プロセスを

完了させます。
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注 ： [ 一時停止時にはこのメ ッセージを表示しない ] が選択されている場合は、 メ

ディア再生メニュー ([DVD] または [Blu-ray]) をクリ ックし、 [ コ メン ト ] を選択する

とコ メン ト欄が表示されます。

[ ムービー情報 ] ウィンドウで、 再生中のムービーのコ メン ト をすべて表示す

ることもできます。 詳細は、 77 ページの 「ムービー情報」 を参照して ください。

ブッ クマークの機能

DVD および動画を再生中に  を選択すると、 お気に入りのシーンをブック

マークしたり、 ブックマーク  ビューアーにアクセスすることができます。

シーンにブックマークをつけるには、 次の操作を行います。

1.  をクリ ックして、 [ ブックマークの追加 ] ボタンをクリ ックします。

2. [ コ メン ト ] 欄にコ メン ト を入力します。 コ メン ト欄には、 シーンの説明、

解説や所見を入力します。

3. [ 保存 ] または [ 保存＆表示 ] をクリ ックして、 コ メン ト を保存、 [ ブック

マーク  ビューアー ] で表示します。

ブックマーク  ビューアー

ブックマーク  ビューアーでは、 再生中の DVD または動画にブックマークした

全シーンおよび関連するコ メン ト を表示、 編集することができます。 
MoovieLive や Facebook に DVD のブックマークをエクスポート、 共有したり、

他のユーザーが作成したブックマークをダウンロード、 インポートすることも
できます。 

ブックマーク  ビューアーを開くには、  をクリ ックして、 [ ブックマーク  
ビューアー ] を選択します。

注 ： DVD に複数のブックマークを作成した場合は、 MovieMark と してムービー コレ

クシ ョ ンに保存されます。 詳細は、 79 ページの 「MovieMark」 を参照して く ださい。
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DVD を再生中に [ ブックマーク  ビューアー ] を開く と、 次のように表示されま

す。

A - DVD ブックマーク、 B - MovieMark 数、 C - ムービーの選択、 D - MovieMark のインポート、 E - 
ブックマーク、 F- ブックマークのコ メン ト、 G - ブックマーク機能、 H - MoovieLive から他の 
MovieMark を表示、 I - MoovieLive の MovieMark

[DVD] タブからは、 再生中の DVD のすべての MovieMark を表示することができ

ます。 動画のブックマークを開くには、  をクリ ックして、 [ ブックマーク  
ビューアー ] を選択します。

[ ブックマーク  ビューアー ] では、 次のタスクを実行することができます。

注 ：動画のブックマークでは、 一部のタスクはご利用いただけません。

A CB D E F

GI H
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• 必要に応じて、 一覧から別のムービーを選択して、 そのムービーのブック
マークを表示します。 ブックマークしたムービーのシーンを表示するには、

そのムービーの DVD が挿入されている必要があります。

• ブックマークのリス ト表示から  MovieMark を選択して、 それに含まれる

ブックマークをすべて表示します。
• オンライン  MovieMark リス ト表示 の [ ダウンロード ] をクリ ックして、この 

DVD の他の MovieMark を  MoovieLive からダウンロード します。

• [ その他 ] のリンクをクリ ックして、 MoovieLive.com に移動し、 この DVD の
他の MovieMark を表示、 ダウンロード します。

•  をクリ ックすると、 ダウンロード した MovieMark が [ ブックマーク  
ビューアー ] にインポート されます。

• メイン  ウィンドウで特定のブックマークをダブルクリ ックすると、 その

ブックマークと関連するコ メン トが表示されます。
• [ 再生 ] ボタンをクリ ックすると、 現在の MovieMark 中のブックマークが順

番にすべて再生されます。
• [ 共有 ]* をクリ ックすると、 すべてのブックマークが MoovieLive および 

Facebook に MovieMark と してまとめてアップロード されます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

• [ エクスポート ] をクリ ックすると、 ハード  ド ライブに MovieMark ファイル

と してブックマークが保存されます。 BMK 形式で保存され、 別のコン

ピューターにインポート したり、 友達にメールで送信したりすることがで
きます。

• [ 編集 ] をクリ ックして、 既存のブックマークのコ メン ト を編集します。 [ 保
存 ] をクリ ックして変更内容を保存するか、 [ キャンセル ] をクリ ックして

変更内容を破棄します。
• [ 終了 ] をクリ ックすると、 [ ブックマーク  ビューアー ] が閉じ、 DVD また

は 動画に戻ります。

• 特定のブックマークを削除するには、 [ 編集 ] ボタンをクリ ックして、 ブッ

クマーク横の  ボタンをクリ ックします。

• リス ト表示から  MovieMark を削除するには、 その MovieMark を選択して  
をクリ ックします。
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ブックマークを再生する

ブックマークを再生すると、 ブックマークした位置から再生され、 映像の下に
コ メン トが表示されます。 

ムービー / 動画はブックマークした位置から再生が開始します。 別のブック

マークを表示するには、 右のサイドバーから  1 つ選択します。 ブックマーク  
ビューアーおよびコ メン ト を非表示にする場合は [ 終了 ] をクリ ックします。

コ メン トのみを非表示にする場合は  をクリ ックします。

拡張機能

[ 拡張機能 ] ウィンドウでは、 See-It-All、 スナップシ ョ ッ ト、 アングルの切り換

えなどの詳細機能にアクセスできます。
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[ 拡張機能 ] ウィンドウを表示するには、  をクリ ックします。 また、  をク

リ ックすると詳細ボタンが表示されます。

ボタン / アイコン ホッ ト  キー 説明

A ナビゲーシ ョ ン  ボタ

ン

上 / 下 / 左 /
右 矢印

ディスク  メニューを操作しま

す。

B OK 入力 選択したオプシ ョ ンを確定しま
す。

C F9 ( 赤 )、F10 
( 緑 )、 F11 (
黄 )、 F12 ( 青
) 

リモコンの同色のボタンに対応
しています。 ブルーレイ  ディス

クの再生時のみ表示されます。

F

 A  B

G

I

K

J

D

E

H

 C
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D 2 点間リピート X 選択したシーンをリピート しま
す。 詳細は、 69 ページの 「2 点

間リピート」 を参照して くださ

い。 

E Say-It-Again W 直前の会話を繰り返します。 詳
細は、 69 ページの 「Say-It-
Again」 を参照して ください。

F フレームのキャプ
チャー ( スナップ

シ ョ ッ ト )

C 動画コンテンツを画像ファイル
としてキャプチャーします。 ( ブ
ルーレイ  ディスクには対応して

いません。 ) 詳細は、 69 ページ

の 「お気に入りのシーンのフ
レームをキャプチャーする  ( ス
ナップシ ョ ッ ト )」 を参照して く

ださい。

G アングル切り換え A アングルを切り換えます ( 切り

換え可能な場合 )。 詳細は、 71 
ページの 「アングル切り換え」 
を参照して ください。

H 拡張 / 折りたたむ 表示、 非表示を選んで、 ウィ ン
ドウを拡張 ・ 折りたたみます。 

I 1 - +10 0-9、 +10 は * ナンバー パッ ドです。

J See-It-All Ctrl+S See-It-All 機能を有効化します。 
詳細は、 71 ページの 「See-It-
All」 を参照して ください。

K カラオケ K カラオケ モードを切り換えま

す。 詳細は、 27 ページの 「カラ

オケ ディスクを再生する」 を参

照して ください。

ボタン / アイコン ホッ ト  キー 説明
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2 点間リピート

2 点間リピート機能を使う と、ムービーの好きな部分を繰り返し再生できます。 
リピート再生の始点と終点が設定できます。 現在の会話部分のみがリピート さ
れる  Say It Again 機能とは、 この点が異なります。

2 点間リピート を実行するには、 次の操作を行います。

1. 再生中に、 リピート したいシーンの先頭で  ボタンを押して始点を設定

します。

2. 再度  をクリ ックして終点を設定します。 設定したシーンが繰り返し連続

再生されます。

3. 2 点間リピート を止めるには、  ボタンをクリ ックするか、 リピート  シー

ンから移動します ( ナビゲーシ ョ ン  スライダーで次または前のチャプター

へ移動 )。

注 ： この機能は、 ブルーレイ  ディスクの Java (BD-J) には対応していません。

Say-It-Again
Say-It-Again 機能を使う と、 再生中の会話を繰り返すことができます。 Say-It-
Again 機能を実行するには、 次の操作を行います。

1. 繰り返し再生したい会話シーンで  をクリ ックします。

2. オフにするには、 も う一度  をクリ ックします。

お気に入りのシーンのフレームをキャプチャーする ( スナップ

シ ョ ッ ト )
CyberLink PowerDVD では、 DVD の再生中に、 お気に入りのシーンから個々のフ

レームをキャプチャーできます。

注 ： この機能は、 ブルーレイ  ディスクおよび 3D モード  (DVD) の再生時には、 無効

になります。

キャプチャー オプシ ョ ン  ( スナップシ ョ ッ ト ) を設定する
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フレームのキャプチャーを行う前に、 キャプチャーのタイプとサイズを選択し
ます。

注 ： キャプチャーの形式やカスタム サイズなどのキャプチャー オプシ ョ ンは、

[PowerDVD の設定 ] の [ プレーヤー ] から設定できます。 詳細は、 85 ページの 「キャ

プチャー」 を参照して ください。

キャプチャー オプシ ョ ンを設定するには、 次の操作を行います。

1. コンテンツの再生中に、 再生コン ト ロールの  ボタンをクリ ックし、  を
クリ ックしてすべてのオプシ ョ ンを表示します。

2.  ボタンを右クリ ックして、 キャプチャー オプシ ョ ンを表示します。

3. キャプチャー オプシ ョ ンを次のように設定します。

- クリ ップボードにキャプチャーする : 画像をクリ ップボードにキャプ
チャーし、 その後に別のプログラムに手動で貼り付ける場合に、 このオ
プシ ョ ンを選択します。

- ファイルとしてキャプチャーする : 画像をファイルとしてキャプチャー
し、 コンピューターのフォルダーに保存する場合に、 このオプシ ョ ンを
選択します。 キャプチャー フォルダーを設定するには、 85 ページの
「キャプチャー」 を参照して ください。

- 壁紙として中央にキャプチャーする : キャプチャー画像をコンピュー
ターの壁紙として中央に表示する場合に、 このオプシ ョ ンを選択しま
す。

- 壁紙として並べてキャプチャーする : キャプチャーした画像をコン
ピューターのデスク ト ップの壁紙として並べて表示する場合に、 このオ
プシ ョ ンを選択します。

4. キャプチャーサイズを次のように設定します。

- 元のソース サイズに合わせる : 元の動画サイズ (720X480 や 720X576 など
) で画像をキャプチャーする場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。
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- 画面サイズに合わせる : キャプチャー画像を現在の画面サイズに合わせ
て保存する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

- カスタム サイズ : [ 設定 ] ウィンドウの [ キャプチャー ] タブで設定した
カスタム サイズで画像をキャプチャーする場合に、 このオプシ ョ ンを選
択します。

画像をキャプチャーする  ( スナップシ ョ ッ ト )

1. 再生中に、  ボタンをクリ ックするか、 キーボードの [C] キーを押して、

現在の動画コンテンツのフレームをキャプチャーします。

2. より正確にキャプチャーするには、 シーンを一時停止したり、 スローモー
シ ョ ンで再生したり、 コマ送りをしたり して、 キャプチャーします。

アングル切り換え

アングル切り替え機能は、 音楽コンサート  ディスクの一部でご利用できます。 

再生中に  をクリ ックして、 アングルを切り換えます。

See-It-All
See-It-All 機能を使う と、 ノート  パソコンのバッテリー残量とムービーの残り時

間を計算し、 ムービー全体が再生できるように再生スピードを調節します。

メニュー / ナンバー パッ ド

メニュー / ナンバー パッ ドには、 ナビゲーシ ョ ン  ボタン、 数字入力用キー

パッ ド、 その他の機能のボタンがついています。 ステレオのリモコン同様、 プ

レイリス トやオーディオ CD の再生時に、 ナンバー パッ ドを使用して再生する

ト ラ ックの番号を直接入力します。

チャプター ビューアー

チャプター ビューアーでは、 DVD のチャプター サムネイルを  FancyView およ

びグリ ッ ド  ビューで表示します。  をクリ ックし、 [ チャプター ビュー

アー ] を選択すると、 チャプター ビューアーが開きます。

注 ： チャプター ビューアーは、 コンテンツ保護の理由により、 ブルーレイ  ディス

クは再生できません。
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• FancyView:  をクリ ックすると、 FancyView でチャプター サムネイル

が表示されます。 キーボードの矢印キー、 マウスのスクロール ホイール、

ノートブックのタ ッチパッ ドを使って、 サムネイルをスクロールします。 特
定のチャプターを選択して、 そのチャプターから再生を開始します。

• グリ ッ ド  ビュー :  をクリ ックすると、 グリ ッ ド  ビューでチャプター 
サムネイルが表示されます。 リモコンかマウスを使って、 チャプター サム

ネイルをブラウズします。 特定のチャプターを選択して、 そのチャプターか

ら再生を開始します。

注 ： チャプター ビューアーを使用すると、 コンピューターに全チャプターのサム

ネイルが保存されます。 サムネイルを管理し、 ディスクの空き容量を確保するに

は、 98 ページの 「DVD の設定」 の 「チャプター ビューアーのサムネイル」 のセク

シ ョ ンを参照して ください。

メニューにアクセスする
CyberLink PowerDVD でメディアを再生中に、 タイ トル、 ルート、 チャプター、

音声の各メニューに、 簡単にアクセスできます。 

ブルーレイ  ディスク * のポップアップ メニューや DVD-VR ディスクのメニュー

にもアクセスできます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

市販ディスクのメニュー

CyberLink PowerDVD で市販ディスクを再生中に、 プログラムの複数の場所から  
[ タイ トル メニュー ]、 [ ルート  メニュー ] ( 特定機能向け )、 [ 字幕メニュー ]、 [
音声メニュー ]、 [ アングル メニュー ]、 [ チャプター メニュー ] にアクセスで

きます。
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注 ： ディスクのタイ トルによっては、 ルート  メニュー以外のメニューにアクセス

できないものもあります。 この場合、 ルート  メニューから各設定にアクセスする必

要があります。

メニュー アイテムにアクセスする方法は、 次の通りです。

• 再生コン トロールのメディア 再生メニュー ([DVD] または [Blu-ray]) を選択

し、 [ メニュー選択 ] を選択します。 表示されるディスク  タイ トルのメ

ニューは、 ディスクの作成方法によって異なります。
• 動画コンテンツ  ウィンドウを右クリ ックして [ エクスプレス メニュー ] を

表示し、 [ メニュー選択 ] を選択します。

注 ：再生中にディスク  メニューを表示し、 その後再度再生する場合は、 画面を右

クリ ックして、 [ 続きから再生 ] を選択すると、 直前のシーンに戻ります。

ブルーレイ  ディスクのポップアップ メニュー

ブルーレイ  ディスク  タイ トルのほとんどで、 再生中にポップアップ メニュー

から、 シーン選択や他の機能にアクセスできます。

注 ： この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけませ

ん。

再生中のブルーレイ  ディスク  タイ トルでポップアップ メニューが利用可能な

場合、 次のいずれかの方法でアクセスします。

• 再生中に、 再生コン ト ロールの  ボタンをクリ ックします。

• 再生中に、 キーボードの [Ctrl+P] を押します。

ブルーレイ  ディスク  マウス ソリューシ ョ ン

一部の ブルーレイ  ディスク  タイ トルでは、 マウスを使ってポップアップ メ
ニューを操作することはできません。 ブルーレイ  ディスクを再生中は、 再生コ

ン ト ロールの  をクリ ックして [ 拡張機能 ] を開き、  をクリ ックして、 ナビ

ゲーシ ョ ン  コン ト ロールで、 ポップアップ メニューを操作します。
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DVD-VR 形式でメニューを使用する

DVD-VR 動画形式のディスクでは、 [ プログラム セッ ト  ビューアー ] からメ

ニューにアクセスできます。

1. 再生コン トロールの  をクリ ックします。 

2. [ プログラム セッ ト  ビューアー ] を選択して、 各タイ トルやチャプターの

初のフレームを表示します。

3. タイ トル / チャプターのサムネイルをクリ ックして再生を開始するか、 [ 閉
じる ] をクリ ックしてビューアーを閉じます。

注 ： プレイリス トがあれば、 ここで表示することもできます。

その他の便利な機能
メディア再生中の便利な機能は、 次の通りです。

その他のホッ ト  キー

CyberLink PowerDVD では、 次のホッ ト  キーも利用できます。

ホッ ト  キー 説明

Ctrl+M 後に再生したメディアを再生します。

Ctrl+D 副音声を有効化 / 無効化します。

Ctrl+G PG textST を有効化 / 無効化します。 有効化すると、 BD-ROM 
プレーヤーは、 文字の字幕スト リームまたはプレゼンテー
シ ョ ン  グラフ ィ ックスの字幕スト リームを表示します ( 表
示可能な場合 )。

Ctrl+N CyberLink PowerDVD を 小化します。

Ctrl+P ポップアップ メニューを表示 / 非表示します ( ブルーレイ  
ディスク  タイ トルのみ )。

Ctrl+U 字幕 ( 副 ) を表示 / 非表示します。
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特殊キーボード用追加ホッ ト  キー

CyberLink 特殊キーボード  ( 追加のキーが付属しているもの ) 用のホッ ト  キーも

あります。

Ctrl+V セカンダリー ビデオを有効化 / 無効化します。

Ctrl+W 動画の再生を一時停止し、 メニューがアクテ ィブである場
合、 再生を再開します。

Ctrl+X CyberLink PowerDVD プログラムを終了します。

Ctrl+Y 字幕 ( 副 ) の位置を変更します。

Ctrl+Q Dolby Headphone

F5 CyberLink PowerDVD をフル スクリーン  モードに切り換えま

す。

F6 前のシーンに移動します ( シーンの検出に CyberLink Rich 
Video を使用 )。

F7 コマーシャルをスキップします ( コマーシャルの検出に 
CyberLink Rich Video を使用 )。

F8 次のシーンに移動します ( シーンの検出に CyberLink Rich 
Video を使用 )。

D DVD 再生の OSD ( オン  スクリーン  ディスプレイ ) の詳細を

切り換えます。

J DVD のルート  メニューに移動します。

ホッ ト  キー 説明

Select 選択したオプシ ョ ンを確定します。

Prior 5 秒前へタイム シークします。

Next 5 秒後へタイム シークします。

ホッ ト  キー 説明
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タイム サーチ

[ タイム サーチ ] 機能を使用すると、 ムービー、 動画、 曲の特定の時間位置に

ジャンプできます。

タイム サーチを使用するには、 次の操作を行います。

1. ナビゲーシ ョ ン  スライダーを右クリ ックします。 [ タイム サーチ ] ダイアロ

グ ボックスが表示されます。

2. 時間 ( 時間、 分、 秒 ) を入力して、 [OK] をクリ ックします。 入力した時間か

ら再生が始まります。

外部字幕を読み込む

動画ファイルを再生する場合、 動画ファイルと同じディ レク ト リー内から字幕
が検索されます。 ファイルが見つかると、 エクスプレス メニューの [ 字幕 ] オ
プシ ョ ンに表示されます。

CyberLink PowerDVD は、 SMI、 ASS、 SAA、 PSB、 SRT、 SUB の字幕形式に対応し

ています。

注 ： また、 ファイル名に言語識別子 (xxxx.cht.sub など ) がある場合、 別の言語にも

対応します。

Apps コンテキスト  メニューを表示します。

ホッ ト  キー 説明
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PowerDVD ムービーの追加機能
この章では、 [ ムービー コレクシ ョ ン ] 中の追加機能および [ ムービー情報 ] 
ウィンドウ中の詳細情報の表示方法について説明します。

ムービー情報
DVD または ブルーレイ  ディスクを再生中に、 [ ムービー情報 ] ページからディ

スク  タイ トルのムービー詳細およびディスク情報を表示することができます。 
MoovieLive Web サイ トから、 これらの詳細および他の情報 ( ムービー再生情報

など ) がダウンロード されます。

[ ムービー情報 ] タブから、 ムービーの MovieMark を確認することもできます。

[ ムービー情報 ] ページを表示するには、 ムービーを再生中に、 メディア再生

メニュー ([DVD] または [Blu-ray]) を選択し、 [ ムービー情報 ] を選択します。 また

は、 再生を停止した後に、  ボタンをクリ ックします。

MoovieLive

MoovieLive は、 他のユーザーとムービー情報を共有する Web サービスです。 
Moovie Live でできることは、 次の通りです。

• ムービーの評価、 レビュー、 再生情報を表示。
• ムービーの詳細情報 ( キャスト、 スタジオ、 監督など ) を表示。

• ムービー情報に、 コ メン ト、 評価、 更新内容を追加。
• ムービーの MovieMark を再生、 ダウンロード。

• ムービーのディスク情報を表示。

MoovieLive にサインインするには、 [ ムービー情報 ] ページ右上の [ サインイン

] のリンクをクリ ックします。 MoovieLive Web サイ トの機能やサービスに関す

る詳細は、 www.moovielive.com をご覧ください。
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ムービー情報

[ ムービー情報 ] ページには、 再生中のムービーの詳細情報が表示されます。 
ムービーの情報が表示されない場合は、 [ ダウンロード ] ボタンをクリ ックし

ます。

MoovieLive にムービー情報を追加する

再生中のムービーの情報が MoovieLive で見つからない場合は、 自分で新しい情

報を追加し、 アップロードすることができます。

注 ：  をクリ ックし、 MoovieLive でムービーを検索してから、 情報を追加するよ

うにして ください。

MovieLive にムービー情報を追加するには、 情報を入力し、 [ 保存 ] をクリ ック

します。 [ アップロード ] をクリ ックし、 MoovieLive Web サイ トに情報を公開し

ます。

マイ  ムービーにムービーを追加する

特定のムービーが気に入り、 今後も他ユーザーのコメン ト を読んだり、
MovieMark を再生したりする場合は、 そのムービーを  [ ムービー コレクシ ョ ン

] に追加することができます。 この処理を行うには、 [ マイ  ムービーに追加 ] を
クリ ックします。 ムービー コレクシ ョ ンに関する詳細は、 80 ページの 「ムー

ビー コレクシ ョ ン」 を参照して ください。

コ メン ト

[ ムービー情報 ] タブの [ コ メン ト ] 欄には、 後に入力したコ メン ト * が表示

されます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。
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MovieMark

[MovieMark] タブには、 コンピューターに入っている現在のムービーの 
MovieMark がすべて表示されます。 MovieMark は自分で作成、 または 
MoovieLive からダウンロード したブックマークのセッ ト を指します。

このムービーに MovieMark が追加されていない場合、 [ ブックマークの追加 ] 
をクリ ックしてブックマークを追加するか、 [ ダウンロード ] ボタンをクリ ッ

クして MoovieLive から既存の MovieMark をダウンロード します。 MovieMark の
作成、 編集、 再生に関する詳細は、 63 ページの 「ブックマークの機能」 を参照

して ください。

パーソナル メモ

[ パーソナル メモ ] タブでは、 ムービーの評価や視聴日など、 個人的な視聴情

報を記録できます。

自分の評価

ムービーへの自分の評価を記録します ( 高は星 5 つ )。

視聴記録

視聴記録には、 ムービーの視聴履歴が記録されます。 CyberLink PowerDVD で
ムービーを再生すると、 視聴時間が追加されます。 CyberLink PowerDVD 以外 (
映画館やテレビなど ) で視聴した場合、 [ 追加 ] をクリ ックすると視聴時間を履

歴に追加できます。

• 視聴方法 : ムービーの視聴方法を選択します。

• 日付 : ムービーを視聴した日付を入力します。

• 種類 : ムービーの種類 (DVD や ブルーレイ  ディスクなど ) を選択します。 映

画館またはテレビで見た場合は、 [ ムービー ] を選択します。

• 時間 : ムービーを視聴した時間を入力します。

• メモ : ムービーに関する個人的なメモを入力します。 たとえば、 どこで誰と

見たかなどを記録します。

[OK] をクリ ックして [ 保存 ] ボタンをクリ ックして、 メモを保存します。 次に [
アップロード ] ボタンをクリ ックして、 MoovieLive にこの情報を公開します。
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注 ： [ ムービー コレクシ ョ ン ] には、 CyberLink PowerDVD で再生したムービーの視

聴履歴が表示されます。 詳細は、 80 ページの 「ムービー コレクシ ョ ン」 を参照して

ください。

ディスク情報

[ ディスク情報 ] タブには、 現在ディスク  ド ライブに入っているディスクの詳

細情報が表示されます。 MoovieLive からチャプターのタイ トルやディスクの

バージ ョ ン情報を取得するには、 [ ダウンロード ] ボタンをクリ ックします。

注 ： ムービーのディスクに複数のバージョ ンがある場合 ( ワイド  スクリーン版、

ディ レクター カッ ト版、 2 枚組み版など )、 一覧から選択するか、 [ ディスク  バー

ジョ ン ] の欄にバージ ョ ン名を入力します。

チャプターのタイ トルを編集する

ディスクの各チャプターのタイ トルを入力することができます。 あとでこの
ムービーを再生する場合、 タイ トルを書き込んでお く と検索が便利です。

チャプター タイ トルを編集するには、 次の操作を行います。

1. [ ディスク情報 ] タブの [ チャプターのタイ トルを編集 ] をクリ ックします。

2. チャプターの [ タイ トル ] の欄をクリ ックしてタイ トルを入力します。

3. チャプター タイ トルの書き込みが終わったら、 [ 保存 ] ボタンをクリ ックし

ます。

ムービー コレクシ ョ ン

[ ムービー コレクシ ョ ン ]* には、 お気に入りムービー、 所有するムービー、

CyberLink PowerDVD で再生したムービーの視聴履歴がの一覧が表示されます。 
ムービー コレクシ ョ ンには、 作成したまたは MoovieLive からダウンロード し

た MovieMark の一覧も表示されます。
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注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

[ ムービー コレクシ ョ ン ] を表示するには、 再生中にメディア再生メニュー 
([DVD] または [Blu-ray]) を選択し、 [ ムービー コレクシ ョ ン ] を選択します。 また

は、 再生を停止した後に、  ボタンをクリ ックします。

ムービー コレクシ ョ ンを  FancyView で表示するには、 [FancyView] ボタンをク

リ ックします。 リモコン、 ノートブックのタ ッチパッ ド、 キーボードの矢印

キーを使うか、 マウスのスクロール ホイールでムービーをスクロールします。

右上の検索機能を使用すると、 コレクシ ョ ン内の特定のムービー、 MovieMark 
を検索することができます。

コレクシ ョ ン

[ コレクシ ョ ン ] タブにはユーザーが所有するムービーや、 コレクシ ョ ンに追

加したムービーの一覧が表示されます。 このウィンドウで、 お気に入りのムー

ビーを手作業で追加することもできます。

[ コレクシ ョ ン ] タブは、 視聴したムービーや所有するムービー、 興味のある

ムービーを記録してお くのに便利です。 ムービーを追加すると、 ムービー タイ

トルのリンクをクリ ックするだけで MoovieLive Web サイ ト上のムービー情報

にリンクし、 MovieMark を検索することもできます。 [ コ メン ト ] をクリ ックす

ると  MoovieLive が開き、 このムービーに関するコ メン トが表示されます。

[ コレクシ ョ ン ] にあるムービーの詳細情報を表示するには、  ボタンをクリ ッ

クして [ ムービー情報 ] ウィンドウを開きます。 詳細は、 77 ページの 「ムー

ビー情報」 を参照して ください。

注 ： CyberLink PowerDVD で再生したムービーには、 チャプター アイコン    が表

示されます。 アイコンをクリ ックして、 このムービーのチャプター ビューアーのサ

ムネイルを表示します ( ディスクがド ライブに入っていない場合も表示可能 )。

マイ  ムービーにムービーを追加する

まだ見ていないムービーを  [ コレクシ ョ ン ] に追加することもできます。
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ムービーを追加するには、 次の操作を行います。

1. [ ムービーの追加 ] ボタンをクリ ックします。

2. [ ムービーの検索 ] ウィンドウで、 追加するムービーの名前を入力し、 [OK] 
をクリ ックします。 ムービーの候補が一覧表示されます。

3. [ 検索結果 ] ウィンドウで追加するムービーを選択し、 [OK] をクリ ックしま

す。

4. ディスクの種類を選択して ( ディスクを所有していない、 もし くはコレク

シ ョ ンに登録するだけの場合は、 [ ムービー ] を選択 )、 [OK] をクリ ックし

ます。

注 ：対象のムービーがない場合は、 [ ムービー情報 ] ウィンドウで手作業で追加し

ます。 詳細は、 78 ページの 「MoovieLive にムービー情報を追加する」 を参照して く

ださい。

新しいムービーを  [ コレクシ ョ ン ] に追加したら、 [MoovieLive と同期 ] ボタン

をクリ ックして、 更新した情報を  MoovieLive Web サイ トにアップロード し、

他の人達と共有します。

MovieMark

[MovieMark] タブには、 MoovieLive から追加またはダウンロード した 
MovieMark がすべて表示されます。 Moviemark でブックマークを表示するには、

 ボタンをクリ ックして、 [ ブックマーク  ビューアー ] を開きます。 詳細は、

63 ページの 「ブックマーク  ビューアー」 を参照して ください。

PowerDVD での視聴記録

[PowerDVD での視聴記録 ] タブには、 CyberLink PowerDVD で再生した視聴履歴

が表示されます。

 アイコンをクリ ックすると、 チャプター ビューアーのチャプター サムネイ

ルが表示されます ( ディスクがドライブに入っていない場合も表示されます )。 

 をクリ ックして、 視聴記録を編集します。
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設定
この章では、 CyberLink PowerDVD の設定方法を説明します。

[ 設定 ] ウィンドウは、 再生コン ト ロールの  ボタンをクリ ックするか、 キー

ボードの [Ctrl + C] を押すと表示されます。

注 ： Dolby、 Pro Logic、 Surround EX、 Dolby Digital Plus、 Dolby TrueHD、 DD シンボル

は、 Dolby Laboratories の登録商標です。 DTS、 DTS 96/24、 DTS-HD は、 DTS ( デジタ

ル ・ シアター ・ システムズ ) の登録商標です。

ユーザー インターフェイス

[ ユーザー インターフェイス ]  のタブから、 言語設定を行います。

言語

[ 言語 ] オプシ ョ ンで、 ユーザー インターフェイスの言語を選択します。

• [ システムのデフォルト言語を使用する ] を選択すると、 オペレーシ ョ ン  シ
ステムと同じ言語に設定されます。

• [ ユーザー定義 ] を選択すると、 ドロップダウン  メニューから使用する言語

を選択することができます。

プレーヤー
[ プレーヤー ] のタブから、 再生中の動作を設定します。

このタブの設定は、 次のように行います。

デフォルトのディスク  ド ライブ

コンピューターに複数のディスク  ド ライブがある場合は、 [ デフォルトのディ

スク  ド ライブ ] オプシ ョ ンで、 デフォルトのド ライブを選択します。
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オート  レジューム ( 続きから再生 ) 設定

[ オート  レジューム設定 ] オプシ ョ ンで、 ディスクを挿入後、 どこから再生す

るかを選択します。 この機能の詳細については、 15 ページの 「オート  レジュー

ム ( 続きから再生 )」 を参照して ください。

設定内容をドロップダウン  リス トから選択します。 ディスク挿入時に、 プロン

プ ト表示をしない場合は、 [ ムービーの始めから再生する ] か [ 前回の続きから

再生する ] を選択します。

プレーヤー オプシ ョ ン

• Windows 起動時に PowerDVD 11 を自動起動する : コンピューターを起動す

ると、 自動的に CyberLink PowerDVD を起動します。

• ツール ヒン ト を表示する : 特定の機能をマウス カーソルでポイン トすると、

ツール ヒン ト を表示します。

• カスタムの DVD+VR メニュー / プレイリスト を有効にする : カスタムの 
DVD+VR ディスクを再生時に、 作成したメニューおよびプレイリス ト を有

効にします。
• インターネッ トから製品情報を取得する : 新しい製品情報および広告を、 自

動的に取得します。
• 再生の停止時に評価ダイアログを表示する : 再生を停止する時に、 評価ダイ

アログを表示しない場合は ( インターネッ トに未接続の時のみ表示 )、 この

オプシ ョ ンを選択解除します。

再生画面の設定

• フル スクリーンで再生する : デフォルトでコンテンツをフル スクリーンで

再生します。 
• 動画を常に手前に表示する : コンピューターでプログラムやウィンドウを開

いていても、 動画を常に手前に表示する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。

プレーヤーの詳細設定

[ プレーヤー ] タブから、 詳細設定を行う こともできます。 詳細設定を行うに

は、 [ 詳細設定 ] ボタンをクリ ックします。 

次のタブからひとつを選択します。
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キャプチャー

[ キャプチャー ] タブでは、 動画またはムービーのフレーム キャプチャー ( ス
ナップシ ョ ッ ト ) の方法を設定します。 詳細は、 69 ページの 「お気に入りの

シーンのフレームをキャプチャーする  ( スナップシ ョ ッ ト )」 を参照して くださ

い。

デフォルト  キャプチャー モード

• クリ ップボードにキャプチャーする : 画像をクリ ップボードにキャプチャー

し、 その後に別の保存先またはプログラムに手動で貼り付ける場合に、 こ
のオプシ ョ ンを選択します。

• ファイルとしてキャプチャーする : 画像を  BMP 形式でキャプチャーする場

合に、 このオプシ ョ ンを選択します。 [ 参照 ] をクリ ックしてフォルダーを

選択し、 キャプチャーする画像の保存先を指定することもできます。

キーボード / マウス

[ キーボード / マウス ] タブで、 マウス スクロールとキーボードの設定をしま

す。

キーボード設定

このオプシ ョ ンでは、 キーボードで [Page Up] ( 巻き戻し ) または [Page Down] (
早送り ) キーを押したときのタイム シークの間隔を指定します。 入力した秒数

に基づいて、 再生中の動画コンテンツを巻き戻し / 早送り  ( ジャンプ ) します。

デフォルト設定

[ デフォルト設定 ]  のタブで、 ディスク  コンテンツのデフォルト言語を設定し

ます。

• [ カスタマイズ ] オプシ ョ ンで、 ディスクのメニュー、 字幕、 音声のデフォ

ルト言語を選択します。
• オペレーシ ョ ン  システムと同一のディスク メニュー、 字幕、 音声を自動的

に表示する場合は、 [PowerDVD の言語設定と同じ ] を選択します。

注 ： デフォルト言語として設定しても、 ディスク  コンテンツにその言語が含まれ

ない場合は表示されません。
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ファイルの関連付け

[ ファイルの関連付け ] タブでは、 CyberLink PowerDVD がデフォルトのプレー

ヤーの場合の、 ファイル形式を設定します。

ファイルの関連付け

チェ ック  ボックスの定義は次の通りです。

•  このファイル形式には、 CyberLink PowerDVD がデフォルト  プレーヤー

として指定されていません。

•  このファイル形式の一部に、 CyberLink PowerDVD がデフォルト  プレー

ヤーとして指定されています。

•  このファイル形式のすべてに、 CyberLink PowerDVD がデフォルト  プ

レーヤーとして指定されています。

注 ：拡張子はカテゴリー別に関連付けを有効化または無効化します ( 個別には指定

できません )。

コンピューターでファイルの関連付け一覧にある形式のファイルをダブルク
リ ックすると、 CyberLink PowerDVD が自動的に起動して再生を開始します。

• 挿入したディスクを自動再生する : ディスクをディスク  ド ライブに挿入し

たときに、 自動的に再生を開始するようにするには、 このオプシ ョ ンを選
択します。

動画の設定
[ 動画 ] のタブから、 動画の設定を行います。

 ハードウェア アクセラレーシ ョ ン  

• ハードウェア アクセラレーシ ョ ンを有効にする : ハードウェアから  IDCT お
よび動き補償 ( モーシ ョ ン  コンペンセーシ ョ ン ) を適用して、 スムーズに再

生する場合にこのオプシ ョ ンを選択します ( ディスプレイ  カードの能力が

十分な場合 )。 このオプシ ョ ンを有効にすると、 一部の機能は使えな く なり

ます。

TrueTheater エフェク ト
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注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

TrueTheater エフェク トは、 DVD タイ トルで 高画質を適用する  CyberLink 独自

の映像技術です。

注 ： TrueTheater エフェク トは、 ブルーレイ  ディスク  タイ トルの再生中は使用でき

ません。 TrueTheater エフェク トは、 ハードウェア アクセラレーシ ョ ンの有効時も使

用できません。

• 自動調整 : TrueTheater の全エフェク ト を自動的に適用し、 CPU 使用率およ

びモバイル電源設定 ( ノートブックのみ ) に応じて、 TrueTheater HD および 
Motion の値を調整 ( オンまたはオフ ) します。

• TrueTheater HD: 元の動画をより高い解像度 ( よりシャープ、 ノ イズなし ) に
アップスケールします。 TrueTheater HD は、 480p から 1080p までブースト可

能です。 スライダーを使ってシャープを 適に調節します。

• TrueTheater Lighting (CyberLink Eagle Vision2): CyberLink 独自の映像技術で、

動画コンテンツの明るさ、 コン ト ラス ト、 彩度を調整します。 これにより、
非常に暗いシーンから明るいシーンまで幅広い映像が入った動画を再生す
る際にも、 色の設定を変更する必要はな く なります。 スライダーを使って、

TrueTheater Lighting をお好みのレベルに調整します。

• TrueTheater Motion: フレーム レート を  24 fps から  60 fps にアップサンプリン

グし、 アクシ ョ ン  ムービー等の動きをさらにスムーズに再生します。 [ ス
ムーズ ( 中 )] を選ぶと、 フレーム レートは、 元のムービー コンテンツの二

倍になります。 [ スムーズ ( 強 )] を選ぶと、 ディスプレイの出力フレーム 
レートによって、 動画コンテンツを毎秒 60 か 72 フレームのフレーム レー

トまで改善します。 

TrueTheater エフェク ト  ディスプレイ  モード

TrueTheater エフェク ト  ディスプレイ  モード  オプシ ョ ンは、 TrueTheater エフェ

ク ト を有効にしている場合に使用可能で、 動画再生中にオプシ ョ ンを選択する
ことができます。

次のディスプレイ  モードから選択できます。

• : 全体の映像に TrueTheater エフェク トが適用されます ( 通常モード )。
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• : 左半分には元の映像が、 右半分には TrueTheater エフェク トが適用さ

れ、 両方を比較することができます ( 分割モード )。

• : 左半分には元の全体映像が、 右半分には TrueTheater エフェク トが適

用された同一の映像をプレビューします ( 比較モード )。

カラー プロファイル

ドロップダウン  メニューからプロファイルを選択して、 動画コンテンツのカ

ラー スキームを全体的に変更します。 [ オリジナル ] を選択すると、 再生中の

ディスクのカラー スキームが使用されます。 [ ビビッ ド ]、 [ ブライ ト ]、 [ シア

ター ] を選択すると、 ディスプレイに補正した色を追加します。

注 ： TrueTheater Lighting を有効にすると、 カラー プロファイル機能は無効になりま

す。

動画の詳細設定

[ 動画 ] タブから、 詳細設定を行う こともできます。 詳細設定を行うには、 [ 詳
細設定 ] ボタンをクリ ックします。 

スマート  デインターレース モード

この設定では、 ディスプレイ画面の環境設定に応じた変更が可能です。

デインターレース モード

• デインターレース モードを使用しない場合は、 [ 使用しない ] を選択しま

す。
• CPU 使用率を低くする場合は、 [ デインターレースを使用する ] を選択しま

す。

注 ： TrueTheater 動画エフェク トが有効になっている場合、 デインターレース オプ

シ ョ ンは使用できません。

• 使用する場合、 [ デインターレースの設定 ] のドロップダウン  リス トから選

択します。 必要に応じて、 オプシ ョ ンを選択して ください。
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• デインターレースを使用する場合は、 [ スマート  デインターレースを使用

する ] を有効にし、 [ ピクセル適合 ( アドバンス )] に設定することをお勧め

します。 これを設定することで、 画像が 適化されます。

音声の設定
[ 音声 ] タブでは、 メディア音声の設定をします。

スピーカー環境

注 ： これらの設定は、 再生音声を 適化するドルビー PCEE 対応バージョ ンの 
CyberLink PowerDVD では無効になります。

使用しているサウンドカードやスピーカーの数に合わせて、 適切な [ スピー

カー環境 ] を選択します。

• [ ヘッ ド フォン ] は、 ヘッ ド フォンを使用して音声を聴く ノート  パソコン

ユーザー向けの設定です。
• [2 スピーカー ] は、 スピーカーが 2 つしかないか、 サウンド  カードが 2 チャ

ンネル出力のみに対応するデスク ト ップやラップ ト ップ ユーザー向けの設

定です。
• [4  スピーカー ] は、 4 チャンネル出力対応のサウンド  カードを搭載したコ

ンピューター向けの設定です。
• [6  スピーカー ]  (5.1 チャンネルとも言う ) は、 6 チャンネル出力対応のサウ

ンド  カードを搭載したコンピューター向けの設定で、 Dolby Digital 5.1 や 
DTS 5.1 のようなマルチ チャンネル エンコーディングに対応する  DVD 動画

タイ トルに適しています。
• [7 スピーカー ] および [8 スピーカー ] オプシ ョ ンは、 複数のスピーカーを使

用して音声を出力したいユーザー向けの設定です。
• [S/PDIF を使用 ] オプシ ョ ンは高度な技術を使用したデジタル インターフェ

イスで、 ソニーとフ ィ リ ップス両社によって考案された規格です ( アナロ

グ インターフェイスを介した従来型転送信号に対比 )。 6 スピーカーを十分

にお楽しみいただ くには、 外部 Dolby Digital/DTS デコーダーと  S/PDIF 互換

サウンド  カードが必要です。
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注 ： S/PDIF 音声出力が有効で、 出力スト リームが PCM ではない場合、 CyberLink 
PowerDVD のボリュームコン ト ロールは使用できません ( デコーダーがタスクを代

行するため )。

• [HDMI 出力 ] は、 オーディオを  HDMI 端子に接続しているユーザー向けの設

定です。

注 ： Windows XP は、 HDMI 出力に対応していません。

出力モード

このオプシ ョ ンを使用すると、 オーディオ信号で使用される特定の処理を指定
できます。 利用可能な設定を試して、 お好みの設定を選択します。

注 ： [ 出力モード ] のドロップダウン  メニューに表示されるオプシ ョ ンは、 [ スピー

カー環境 ] での選択内容や使用しているコンピューターの設定によって異なりま

す。

• [Dolby Surround Compatible Downmix] と  [ ステレオ ] の主な違いは、 Dolby 
Surround では Dolby Surround* ダウンミ ックス アルゴリズムが使用され、

Dolby Surround 用に 4 チャンネル サラウンド  サウンド  ( 左、 右、 中央、 サ

ラウンド ) を有効化するため、 アナログの Pro Logic デコーダーがサウンド  
カードに接続されている可能性があることです。 このほかの点については、

2 チャンネル出力と類似しています。

• [Dolby Headphone] はバーチャル サラウンド  サウンドを作り出す後処理エ

フェク トで、 特にヘッ ド フォン環境に 適ですが、 ノート  パソコンやデス

ク ト ップ環境においても有効です。 詳細は、 93 ページの 「Dolby 
Headphone」 を参照して ください。

• [TrueTheater Surround* (CyberLink ヘッ ド フォン )] は、 ノート  パソコン音声

をヘッ ド フォンで出力する際の音質を高めるために、 CyberLink が開発した

技術です。 [ 詳細設定 ] では、 リビング ルーム、 シアター、 スタジアムと

いった異なるリスニング環境が設定できます。 詳細は、 94 ページの

「TrueTheater Surround (Headphone モード ) - オプシ ョ ン」 を参照して くださ

い。
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• [Dolby Virtual Speaker]* オプシ ョ ンを使用すると、 2 つのスピーカーでバー

チャル サラウンド  サウンドが楽します。 詳細は、 94 ページの 「Dolby Virtual 
Speaker」 を参照して ください。

• TrueTheater Surround* (CyberLink バーチャル スピーカー ): は、 CyberLink が
開発したバーチャル サラウンド技術です。 詳細は、 95 ページの

「TrueTheater Surround ( バーチャル スピーカー モード ) - オプシ ョ ン」 を参照

して ください。
• TrueTheater Surround* (CyberLink マルチ チャンネル環境印象テク ノロジー 2): 

CyberLink が開発したオーディオ チャンネル拡張技術で、 ステレオ オー

ディオ サウンドを変換して複数のチャンネルに出力します (2 チャンネルの

音源を  4、 6、 7、 8 スピーカーに、 または 2 チャンネルの音源を  7、 8 ス
ピーカーに変換 )。 詳細は、 95 ページの 「TrueTheater Surround」 を参照して

ください。
• Dolby Pro Logic IIx*: 3 つのオプシ ョ ンがあります。 詳細は、 96 ページの

「Dolby Pro Logic Iix ( オプシ ョ ン )」 を参照して ください。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

S/PDIF 出力モード

ブルーレイ  ディスクの再生時に、 S/PDIF がスピーカー環境として選択されてい

る場合、 次の出力モードが使用できます。 選択すべきモードは、 コンピュー

ターに接続されている外部デコーダー (AV 受信機 ) によって異なります。

• 主音声のみ : このモードでは、 主映像の音声のみが出力されます ( ピク

チャー イン  ピクチャー、 セカンダリー ビデオ スト リーム、 ディ レクター

ズ コ メン トには音声が付きません )。 圧縮された音声は外部デコーダー (AV 
受信機 ) にパススルーされます。

注 ：主音声形式が Dolby Digital、 DD+、 DTS、 DTS-HD 以外である場合、 両方の音声

信号が同時に出力されます。

• Dolby Digital* ミキシング : このモードでは、 主映像の音声と副映像の音声を

ミキシングして Dolby Digital ビッ トス ト リームにエンコードすることで、
91



CyberLink PowerDVD
両方の音声信号が同時に出力されます。 使用している外部デコーダー (AV 受
信機 ) が Dolby Digital に対応する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• DTS* ミキシング : このモードでは、 主映像の音声と副映像の音声を ミキシ

ングして DTS ビッ トス ト リームにエンコードすることで、 両方の音声信号

が同時に出力されます。 使用している外部デコーダー (AV レシーバー ) が 
DTS に対応する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

HDMI 出力モード

次の出力モードは、 Windows 7 または Vista の環境で、 外部デコーダー (AV 受信

機 ) が HDMI 端子に接続されている場合に使用できます。 選択すべきモードは、

コンピューターに接続されている外部デコーダー (AV 受信機 ) によって異なり

ます。

• PCM (PowerDVD でデコード ): このモードでは、 アナログ信号のデジタル表

現を作成します。 このオプシ ョ ンは、 使用している外部デコーダー (AV 受信

機 ) が、 デジタル音声出力向けに Dolby Digital か DTS に対応していない場合

に選択します。
• デコード されていない Dolby Digital/DTS オーディオを外部デバイスへ : この

モードでは、 圧縮された音声が外部デコーダー (AV 受信機 ) に渡されます。 
このオプシ ョ ンは、 アンプや受信機が、 再生時に Dolby Digital か DTS に対

応している場合に選択します。
• デコード されていないハイデフ ィニシ ョ ン音声を外部デバイスへ (HDMI 1.3 

のみ ): このモードでは、 Lossless の音声が外部デコーダー (AV 受信機 ) に渡

されます。 このオプシ ョ ンは、 アンプや受信機が、 再生時にハイデフ ィニ

シ ョ ン音声に対応している場合に選択します。 

音声の詳細設定

[ 音声 ] タブの [ 詳細設定 ] をクリ ックすると、 再生音声の詳細設定ができます。
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注 ：音声詳細で表示されるオプシ ョ ンは、 選択したスピーカー環境によって異なり
ます。 選択した環境に合った設定を確認します。

その他の設定

このタブでは、 マルチ チャンネル エンコーディングに対応する  DVD の音声を

設定できます。

ダイナミ ック  レンジ圧縮

このセクシ ョ ンは、 Dolby Digital テク ノロジーに対応するディスクにのみ対応

します。

• 集中してムービーを楽しみたい場合、 [ 静かな環境 ] を選択します。 聞き取

り可能な音はすべて、 低周波から高周波まで際立ったものとなり、 Dolby 
Digital のダイナミ ック  レンジをフル活用したものとなります。 

• 聴取環境で Dolby Digital のダイナミ ック  レンジをフル活用しない場合、 [ 標
準的な環境 ] を選択します。 Dolby Digital 音声スペク トルの極端な範囲にあ

たる音声エフェク トは圧縮されます。
• ノート  パソコンまたはラップ ト ップで CyberLink PowerDVD を使用している

ユーザーには、 後のオプシ ョ ンが適しています。 [ 騒がしい環境 ] では、

低域のオーディオ信号が増幅され、 聴取可能な音量が増します。

バス マネージメン ト

低音を高め、 Dolby Digital か DTS 拡張ディスクの LFE エフェク ト を強化する場

合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 ヘッ ド フォンや、 2 スピーカー、 4 スピー

カーの環境で効果があります。

ヘッ ド フォンの設定

次のオプシ ョ ンは、 [ 音声 ] 設定の [ スピーカー環境 ] で [ ヘッ ド フォン ] を選択

している場合に使用できます。

Dolby Headphone

[Dolby Headphone]* オプシ ョ ンは、 Dolby Headphone 出力時に選択します。 

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。
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モード

聴取環境にあわせて、 次のモードから  1 つを選択します。

• DH1: 映画と音楽の録画 / 録音用の小さな防音個室をシュ ミ レート します。 
これは Dolby Headphone の 「Reference Room」 に相当し、 Dolby Headphone
対応の製品すべてに付属しています。

• DH2: より音響効果に優れた、 音楽聴取に 適なライブ ルーム ( ジャズ クラ

ブなど ) をシミ ュレート します。

• DH3: コンサートホールや映画館のような、 広い場所をシミ ュレート しま

す。

TrueTheater Surround (Headphone モード ) - オプシ ョ ン

TrueTheater Surround (Headphone モード ) の詳細オプシ ョ ンでは、 異なる聴取

環境をシュ ミ レートできます。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

TrueTheater Surround (Headphone モード )

• リビング ルーム : 映画と音楽の録画 / 録音用の小さな防音個室をシュ ミレー

ト します。
• シアター : 音楽聴取に 適な、 ライブ コンサート環境をシミ ュレート しま

す。
• スタジアム : より大きなコンサート環境をシミ ュレート します。

注 ： この音声オプシ ョ ンは、 プログラムの登録後に使用可能となります。 詳細は、

8 ページの 「ソフ トウェアをアップグレードする」 を参照して ください。

2 スピーカーの設定

次のオプシ ョ ンは、 [ 音声 ] 設定の [ スピーカー環境 ] で [2 スピーカー ] を選択

している場合に使用できます。

Dolby Virtual Speaker
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Dolby Virtual Speaker テク ノロジーを使用すると、 2 つのスピーカーでバーチャ

ル サラウンド  サウンドを楽しめるようになります。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

モード

• 標準 : 2 つのスピーカーの距離で規定するフロン ト  イメージ全体にわたる音

の幅から、 2 つのスピーカーで 5 スピーカー サラウンド  サウンドを作り出

します。
• ワイ ド  1: 2 つのスピーカーを近づけて置いた場合に、 より広がりのあるフ

ロン ト  イ メージを実現します。

• ワイ ド  2: このモードは [ ワイ ド  1] に似ていますが、 サラウンド  スピーカー

がより強調されます。

TrueTheater Surround ( バーチャル スピーカー モード ) - オプシ ョ ン

 TrueTheater Surround ( バーチャル スピーカー モード ) は、 CyberLink が開発し

たバーチャル サラウンド技術です。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

• リビング ルーム : 映画と音楽の録画 / 録音用の小さな防音個室をシュ ミレー

ト します。
• シアター : 音楽聴取に 適な、 ライブ コンサート環境をシミ ュレート しま

す。
• スタジアム : より大きなコンサート環境をシミ ュレート します。

4/6/7/8 スピーカーの設定

次のオプシ ョ ンは、 [ 音声 ] 設定の [ スピーカー環境 ] で 4、 6、 7、 8 スピーカー

を選択している場合に使用できます。

TrueTheater Surround
95



CyberLink PowerDVD
TrueTheater Surround ( マルチ チャンネル環境印象モード ) は、 CyberLink が開発

したオーディオ チャンネル拡張テク ノロジーで、 ステレオオーディオ サウン

ドを変換して複数のチャンネルに出力します (2 チャンネルの音源を  4、 6、 7、
または 8 スピーカーに、 または 2 チャンネルの音源を  7 または 8 スピーカーに

変換 )。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

モード

• ムービー再生 : ムービーの再生に適しています。

• ミ ュージック  モード  - スタンダード : 聴衆の間で演奏するコンサート をシ

ミ ュレート します。
• ミ ュージック  モード  - オンステージ : ステージでのコンサート をシミ ュレー

ト します。

設定

• スライダーを使用して、 選択したモードの [ 前 ]、 [ 後 ]、 [ 中央 ]、 [LFE] (low 
frequency effect) レベルを設定します。 [ リセッ ト ] をクリ ックすると、 スラ

イダーが元のレベルに戻ります。

注 ： スピーカーが 120Hz の低周波信号を出力できない場合、 スピーカーの破損を避

けるため、 LFE の使用を控えることをお勧めします。

Dolby Pro Logic Iix ( オプシ ョ ン )

Dolby Pro Logic IIx* には、 3 つのオプシ ョ ンがあります。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

モード

• ムービー モード : ムービーの再生にはこのオプシ ョ ンを選択します。

• ミ ュージック  モード : 音楽を聴くにはこのオプシ ョ ンを選択します。
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• Dolby Digital EX モード : 高音質のサラウンド  サウンドで聴くにはこのオプ

シ ョ ンを選択します。

縦横比
[ 縦横比 ] タブでは、 縦横比 4:3 の映像を  16:9 に変換する  ( あるいはその逆 ) 設
定ができます。

フル スクリーン  ディスプレイ設定

• 常に縦横比を保持する : ディスプレイのサイズ ( 縦横比 ) を変更しても、 縦

横比は変わりません。 このオプシ ョ ンは、 下の TrueTheater Stretch オプシ ョ

ンには対応しません。
• リニア スト レッチ : 動画全体を平均的にスト レッチします。 ビデオ ディス

プレイとモニターの縦横比が合わないと、 歪みが大き く なります。
• TrueTheater Stretch * (CyberLink Pano Vision)  は、 非線形のビデオ スト レッチ

ング技術で、 画像中央のゆがみを 少に抑えます。 TrueTheater Stretch 機能

は、 フル スクリーン  モードでのみ使用できます。 ワイ ド  スクリーンの縦横

比の DVD に適しています ( 例 : 4:3 モニターで 16:9 が 適 )。 この機能では 
CyberLink 独自の Pano Vision ビデオ テク ノロジーを使用してムービーをスト

レッチし、 モニターのサイズに合わせます。 次のいずれかを選択します。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。 この機能は、 DxVA 使用時に ブルーレイ  ディスクを再生する間、 無効になり

ます。

-  [ スマート  スト レッチ ] はほとんどの動画に推奨できるもので、 画像の
中央はそのままで、 端を少しカッ ト したりス ト レッチしたり します。

- [ スト レッチ スクリーン ] は、 画像の中央はそのままで、 端をわずかに
スト レッチします。

- [ スマート  2.35:1] は、 2.35:1 の縦横比のディスクに適しています。 この
設定では、 2.35:1 の縦横比のディスクを再生する場合、 ワイ ド  スクリー
ン  (16:9 または 16:10) の画面に 大に表示します。

- [ カスタム スト レッチ ] で、 出力画像の縦横比をカスタマイズします。 [
強度 ] スライダーを使って、 ス ト レッチする画像のカーブをカスタマイ
ズします。 [ クロップ サイズ ] スライダーを使って、 画像のどちらかの側
のクロップ マージン  ( 切り取る余白 ) を設定します (16:9 ディスプレイで 
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4:3 コンテンツを再生する場合、 上と下、 4:3 ディスプレイで 16:9 コンテ
ンツを再生する場合、 右と左 )。 [ オフセッ ト ] スライダーを使って、 画

像の位置を決めます。 スライダーを使って、 特定のディスプレイに合っ
たカスタム スト レッチを行います。

DVD の設定

[DVD] タブから、 DVD の再生設定をします。

DVD 機能

[DVD] 機能オプシ ョ ンでは、 DVD や VCD 再生時のオプシ ョ ン設定を行います。

注 ： これらのオプシ ョ ンは、 再生を一時停止にしている場合にのみ設定できます。

• フル スクリーン  モードの時、 自動で Read-It-Clearly を適用する : フル スク

リーン上で字幕が見に くい場合、 字幕の位置を移動します。
- 高性能モード : Read-It-Clearly を有効時に、 性能がアップします。 

注 ： VGA ド ライバーを 新の状態にアップグレード してから、 [ 高性能モード ] を
有効化することをお勧めします。

• DVD/VCD を  4-8 倍速でよりスムーズに再生する : DVD や VCD を  4 倍速また

は 8 倍速で再生しても、 スムーズに再生されます。

チャプター ビューアーのサムネイル

チャプター ビューアーを使用すると、 コンピューターに全チャプターのサムネ

イルが保存されます。 サムネイルを削除し、 ディスクの空き容量を確保するに

は、 次の操作を行います。

1. [ 管理 ] ボタンをクリ ックします。

2. 削除するタイ トルのサムネイルをリストから選択します。

3. [ 削除 ] をクリ ックして、 コンピューターから選択した画像を削除します。 [
閉じる ] をクリ ックすると、 [DVD] 設定タブに戻ります。
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ブルーレイ  ディスクの設定

[ ブルーレイ  ディスク ] タブ * では、 ブルーレイ  ディスクの再生設定をします。

注 ： この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけませ

ん。

国コード

ブルーレイ  ディスクの一部は、 国コードが指定されており、 該当コードを選択

時のみ再生可能です。

• [ システムのデフォルトの国を使用 ] を選択して、 オペレーシ ョ ン  システム

と同じ国を使用します。
• [ ユーザー定義 ] を選択し、 ドロップダウン  メニューから  CyberLink 

PowerDVD で使用する国を選択します。

リージ ョ ン  コード

[ リージ ョ ン  コード ] セクシ ョ ンで、 コンピューターの ブルーレイ  ディスク  ド
ライブのリージ ョ ン設定を管理、 変更します。

注 ： ディスク  ド ライブのリージ ョ ン設定の変更は、 5 回まで行えます。

• ディスク  ド ライブに設定するリージ ョ ンを選択します。 特定のリージ ョ ン

に設定すると、 そのリージ ョ ンのタイ トルだけをディスク  ド ライブおよび 
CyberLink PowerDVD で再生できるようになります。

• 残りの変更可能回数 : リージ ョ ン  コードを変更できる回数が表示されます。

BD-J アプリケーシ ョ ン認証

• 認証が無効の場合に接続する : ディスクのデジタル署名が確認できない、 あ

るいは無効の状態で ブルーレイ  ディスクの BD-J コンテンツにアクセスする

場合、 インターネッ トの接続を継続するか、 メ ッセージが表示されます。 コ
ンテンツが安全でない場合があるためです。 このオプシ ョ ンを選択すると、

CyberLink PowerDVD は表示なしに、 継続的に BD-Live サイ トに接続します。

• BD-J キーボード対応を有効にする : BD-J コンテンツのキーボード対応を有

効化します。
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注 ： この機能を有効にすると、 CyberLink PowerDVD のホッ ト  キーはすべて無効に

なります。 

ブルーレイ  ディスクの詳細設定

 [ ブルーレイ  ディスク ] タブでは、 ブルーレイ  ディスクの詳細設定を行う こと

もできます。 詳細設定を行うには、 [ 詳細設定 ] ボタンをクリ ックします。

BD-Live
[BD-Live] タブでは、 インターネッ トからダウンロード されたコンテンツの保存

フォルダーを選択します。

ローカル スト レージ

［ローカル スト レージ］ では、 インターネッ トからダウンロード したコンテン

ツ  ( 仮想パッケージ メディアなど ) を保存する場所を指定します。 

デフォルトの場所を変更する場合は、 ［参照］ をクリ ックして保存するディレク

ト リーを選択します。 [ 管理 ] をクリ ックして、 コンピューターからこの追加コ

ンテンツを削除し、 ディスクの空き容量を確保することもできます。

Windows Aero
Windows 7/Vista コンピューターで ブルーレイ  ディスクを再生中に、 [Windows 
Aero] タブを選択して、 [ 自動的に Windows Aero を無効にして、 ブルーレイ  
ディスクの再生を 適化する ] を選択すると、 パフォーマンスが向上します。 
再生を停止すると、 Windows Aero は再度有効化されます。

ハイブリ ッ ド  ディスク

[ ハイブリ ッ ド  ディスク ] タブでは、 ハイブリ ッ ド  ディスクがディスク  ド ライ

ブに挿入されている場合のデフォルトの動作を設定します。

ハイブリ ッ ド  ディスク

ドロップダウンから、 ハイブリ ッ ド  ディスク  (DVD/ ブルーレイ  ディスク ) が
ディスク  ド ライブに挿入されている場合の動作を設定します。 ハイブリ ッ ド  
ディスクが ブルーレイ  ディスク  ド ライブに挿入されている場合、 [ ディスク  
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ド ライブの種類に合った形式を再生する ] を選択します。 常に DVD ビデオを再

生する場合は、 [ 常に DVD ビデオを再生する ] を選択します。

ブルーレイ  3D
ブルーレイ  3D*

CyberLink PowerDVD でブルーレイ  3D を再生するには、 [ ブルーレイ  3D サポー

ト を有効にする ] を選択します。 ブルーレイ  3D 再生を無効にするには、 選択を

解除します。

注 ： * この機能は、 CyberLink PowerDVD の一部のバージョ ンではご利用いただけま

せん。

MoovieLive の設定

[MoovieLive] タブから、 MoovieLive Web サービス関連を設定します。

自動サインイン

CyberLink PowerDVD 起動時に、 自動的に MoovieLive にサインインする場合に、

このオプシ ョ ンを選択します。

• [MoovieLive に自動サインインする ] を選択して、 自動的に MoovieLive にサ

インインします。

注 ： ユーザー名とパスワードがない場合は、 [ サインアップ ] を選択してサイン

アップして ください。

MoovieLive の機能

• [MoovieLive の埋め込みページを有効にする ] を選択すると、 MoovieLive の 
Web ページ機能が埋め込み表示されます。 [ ムービー ] タブに MoovieLive の
埋め込みページを表示しない場合は、 この選択を解除します。

• [ 詳細機能を有効にする ] オプシ ョ ンを選択すると、 CyberLink PowerDVD を
使って、 MoovieLive の詳細機能および利点 ( ディスク挿入時にディスク情報

をダウンロード、 コ メン トおよび MovieMark の表示など ) が有効になりま

す。
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注 ：詳細情報を取得するには、 MoovieLive のプライバシーポリシーに同意する必要

があります。 リンクをクリ ックすると、 プライバシーポリシーおよび利用規約の

ページが表示されます。

データ言語

[ データ言語 ] オプシ ョ ンでは、 CyberLink PowerDVD に表示される  MoovieLive 
サイ トのムービー情報の言語を選択します。

• [PowerDVD の言語設定と同じ ] を選択すると、 [ ユーザー インターフェイス

] タブで指定している言語と同じ言語が使用されます。 詳細は、 86 ページの

「動画の設定」 を参照して ください。

• 別の言語を選択するには、 [PowerDVD の言語設定と同じ ] の選択を解除し、

ドロップダウン  メニューで言語を選択します。

情報
[ 情報 ] タブには、 再生中のディスク、 コンピューターのディスク  ド ライブ、

ハードウェア情報等の詳細が表示されます。

注 ：表示される情報は、 お使いのコンピューターの内容によって異なります。 情報

の一部は、 英語で記載される場合があります。

モバイル電源設定
バッテリー駆動のノート  パソコンまたはラップ ト ップで CyberLink PowerDVD 
を使用している場合、 バッテリー残量に注意する必要があります。 [ モバイル

電源設定 ] では、 バッテリーが指定レベル以下になった場合に、 バッテリー ラ
イフを優先したり、 再生を停止する設定をします。

電源

[ 電源 ] のエリアには、 使用中の電源 ( バッテリーまたは AC アダプター ) が表

示されます。 バッテリーを使用している場合は、 バッテリー残量が表示されま

す。

バッテリー
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ノートブック / ラップ ト ップをバッテリー駆動している場合、 [ バッテリー ] オ
プシ ョ ンから、 自動で再生を停止するバッテリー レベルを指定します。 スライ

ダーを使って、 パーセンテージで指定します (3%-100%)。

電源設定

[ 電源設定 ] では、 電源の使用方法と再生パフォーマンスを設定できます。

• バッテリー ライフ優先 : パフォーマンスを若干低く して長時間再生を行う

には、 このオプシ ョ ンを選択します。
• 適化 : 品質とパフォーマンスのバランスを等し くするには、 このオプシ ョ

ンを選択します。
• パフォーマンス優先 : バッテリー ライフよりも再生の質を優先するには、

このオプシ ョ ンを選択します。

LCD 明るさ

バッテリー駆動のノートブック / ラップ ト ップでコンテンツを再生する際の 
LCD 明るさの設定を行います。

注 ： この機能は、 Windows XP ではご利用いただけません。

• 環境光センサーで LCD の明るさを調整する : ノートブック / ラップ ト ップに

環境光センサーが搭載されている  Windows 7 を使用している場合は、 この

オプシ ョ ンを選択して、 周囲の明るさにあわせて LCD の明るさを調整しま

す。 LCD を暗く してバッテリー消費を節約時に動画の明るさを補うには、

[TrueTheater Lighting で明るさを補正する ] を選択します。

• バッテリー使用時に LCD の明るさを調整する : ノート  パソコンまたはラッ

プ ト ップの LCD ディスプレイを暗く してバッテリー消費を節約するには、

このオプシ ョ ンを選択します。 LCD を暗く してバッテリー消費を節約時に動

画の明るさを補うには、 [TrueTheater Lighting で明るさを補正する ] を選択

します。
• LCD の明るさを調整しない : LCD の明るさを調整せず通常の明るさを適用す

るには、 このオプシ ョ ンを選択します。
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テクニカル サポート
この章では、 テクニカル サポートについて説明します。 ユーザーが回答を見つ

けるために役立つ情報が含まれています。 ご購入の代理店、 販売店にお問い合

わせいただ く こともできます。

注 ： このプログラムに関する情報は、 弊社のユーザー フォーラムやビデオ チュー

ト リアル (http://directorzone.cyberlink.com/tutorial/pdr) からも入手いただけます。

テクニカル サポートにお問い合わせにな
る前に
CyberLink が提供する以下のサポート  オプシ ョ ン内容をご参照ください ( 無料

)。 

• プログラムに組み込まれている 「ユーザーガイ ド」 または 「オンラインヘ
ルプ」 を参照する。

• CyberLink Web サイ トのサポート  ページの 「ナレッジベース (FAQ)」 を参照

する。

http://support.jp.cyberlink.com/

FAQ にはユーザーガイ ドまたはオンライン  ヘルプよりも新しい情報が掲載され

ている場合があります。

テクニカル サポートに電子メールまたは電話で連絡する際には、 次の情報をあ

らかじめご用意ください。

• 登録済み CD キー (CD キーは、 CD ケース、 箱、 または CyberLink ストアで製

品購入時に受け取った電子メールに明示されています )。
• 製品名、 バージ ョ ン、 ビルド番号 ( 通常、 ユーザー インターフェイス上の

製品名をクリ ックすると表示されます )。
• お使いの Windows OS のバージ ョ ン。

• システムのハードウェア デバイス ( キャプチャー カード、 サウンド  カー

ド、 VGA カード ) およびその仕様。
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• 表示された警告メ ッセージの内容 ( メ ッセージの内容はメモするか、 スク

リーンシ ョ ッ ト をとっておいて ください )。
• ト ラブルの詳しい内容と、 発生した状況。

Web サポート

CyberLink の Web サポートは、 24 時間いつでも無料で利用できます。

注 ： CyberLink の Web サポート をご利用いただ くには、 まずメンバー登録を行う必

要があります。

CyberLink では、 FAQ を始めとしたさまざまな Web サポート  オプシ ョ ンを、 次

の言語で提供しています。

注 ： コ ミ ュニテ ィ  フォーラムは英語およびドイツ語のみのサービスになります。

言語 Web サポート  URL

英語 http://www.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

中国語 ( 繁体字 ) http://tw.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

日本語 http://support.jp.cyberlink.com/

イタ リア語 http://it.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

ド イツ語 http://de.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

フランス語 http://fr.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

スペイン語 http://es.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do
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